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資
料
紹
介
〉
『
中
央
新
聞
』

掲
載
の
推
定
・
永
代
美
知
代
作
品

岡
田
(
永
代
)
美
知
代
著
作
リ
ス
ト
ー
ー

「
老
嬢
の
告
白
」

|
|
付

は
じ
め
に

岡
田
(
永
代
)
美
知
代
(
明

m
s昭
必
)
は
、
広
島
県
上
下
町
出
身
の
小
説
家
、

翻
訳
家
で
あ
る
。
岡
山
花
袋
門
下
の
自
然
主
義
作
家
と
し
て
小
説
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
を
通
じ
て
多
く
の
少
女
小
説
・
童
話
を
書
い
た
。

著
書
と
し
て
は
、
花
に
ま
つ
わ
る
古
今
東
西
の
挿
話
を
編
集
し
た
『
花
も
の
が
た

り
』
(
大
6
)
や
、
翻
訳
『
奴
隷
ト
ム
』
(
大
ロ
、
ス
ト
ウ
夫
人
「
ア
ン
グ
ル
ト
ム

ス
ケ
ビ
ン
」
)
な
ど
が
あ
る
。

論
者
は
、
美
知
代
を
、
岡
山
花
袋
「
蒲
団
」
(
(
『
新
小
説
』
明
却
・

9
)
の
モ

デ
ル
と
し
て
の
バ
イ
ヤ
ス
か
ら
解
き
放
ち
、
等
身
大
の
女
性
作
家
と
し
て
再
評
価

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
花
袋
と
の
関
係
に
し
て
も
、
従
来
は
、
花
袋
の
発
言

に
即
し
て
美
知
代
が
見
ら
れ
て
き
た
が
、
美
知
代
の
書
き
物
に
目
配
り
し
な
が
ら

と
ら
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
l

。
そ
う
し
た
研
究
態
度
に
よ
っ
て
、
花
袋

研
究
も
進
展
し
、
近
代
女
性
作
家
の
形
成
過
程
の
解
明
の
一
助
と
も
な
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
美
知
代
の
年
譜
の
未
解
明
な
部
分
を
埋
め
る
と
と
も

に
、
著
作
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
論
見

の
も
と
、
論
者
は
、
研
究
の
基
礎
と
し
て
必
須
の
著
作
リ
ス
ト
を
昨
年
度
に
作

成
・
公
開
し
た
(
注
1
②
)
。
さ
ら
に
本
年
度
の
調
査
で
確
認
し
た
作
品
を
加
え

た
改
訂
版
の
著
作
リ
ス
ト
を
本
稿
の
末
尾
に
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
著
作
調
査
の
過
程
で
、
明
治
四
二
年
(
一
九

O
九
)
の
『
中
央
新
聞
』
(
国

立
国
会
図
書
館
蔵
)
に
、
美
知
代
作
と
推
定
さ
れ
る
無
署
名
の
連
載
小
説
を
発
見

有

フE

子

由，
1
4
E
 

し
た
。
「
老
嬢
の
告
白
」
(
明
治
四
二
年
六
月
一
三
日

1
八
月
一
一
日
)
と
「
女
子

大
学
英
文
科
出
身
新
夫
人
の
打
明
話
」
(
明
治
四
二
年
一

O
月
六
日

s
一
一
月
一

七
日
)
の
二
作
品
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
「
老
嬢
の
告
白
」
を
紹
介
す

る
。
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
紹
介
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

作
品
本
文
は
、
量
的
な
事
情
に
よ
り
、
全
文
を
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
は
叶
わ
な

い
。
こ
の
た
め
、
著
作
権
継
承
者
の
許
可
を
得
て
、
「
広
島
大
学
学
術
情
報
リ
ポ

ジ
ト
リ
」

(
H
i
R
)
に
作
品
の
新
聞
版
面
を
登
録
・
公
開
し
た
。
左
記
の
本
論

文
掲
載
ベ

l
ジ
に
張
ら
れ
た
リ
ン
ク
か
ら
、

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
で
閲
覧
可
能
で
あ

る
。
(
ま
た
は
、
「
広
島
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
」

(
H
i
R
)
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
検
索
窓
に
、
「
中
央
新
聞
」
「
老
嬢
の
告
白
」
な
ど
の
本
稿
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
も
可
)
。
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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明
治
四
二
年
の
美
知
代
と

『
中
央
新
聞
』

作
品
を
紹
介
す
る
前
に
、
明
治
四
二
年
(
一
九

O
九
)
年
の
美
知
代
の
状
況
や

『
中
央
新
聞
』
と
の
関
係
を
概
括
し
て
お
く
2
0

同
明
治
四
二
年
当
時
の
永
代
美
知
代

岡
田
美
知
代
は
、
神
戸
女
学
院
在
学
中
の
明
治
三
六
年
夏
に
、

岡
山
花
袋
に
入

)
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門
志
願
の
手
紙
を
送
り
、
許
さ
れ
て
、
翌
年
、
学
院
を
中
退
し
て
上
京
。
明
治
三

八
年
、
体
調
不
良
で
帰
郷
し
て
い
た
美
知
代
は
、
七
月
下
旬
に
関
西
学
院
で
聞
か

れ
た
神
戸
教
会
の
夏
期
学
校
で
、
か
ね
て
聞
き
知
っ
て
い
た
同
志
社
の
学
生
・
永

代
静
雄
と
対
面
。
九
月
、
上
京
の
途
次
に
永
代
と
落
ち
合
っ
て
、
膳
所
な
ど
を
遊

覧
。
そ
れ
が
発
覚
し
、
ま
た
静
雄
が
上
京
し
た
こ
と
も
あ
り
、
花
袋
と
実
家
に

よ
っ
て
善
後
策
が
相
談
さ
れ
、
翌
三
九
年
一
月
、
上
京
し
た
父
に
連
れ
ら
れ
て
美

知
代
は
上
下
町
に
帰
郷
し
た
。
帰
郷
後
の
美
知
代
は
、
精
力
的
に
青
年
雑
誌
に
作

品
を
投
稿
し
、
共
通
の
友
人
・
中
山
三
郎
を
介
し
て
静
雄
の
消
息
を
知
る
と
と
も

に
、
花
袋
と
も
手
紙
を
交
換
し
て
い
た
。
そ
の
花
袋
が
、
明
治
四

O
年
九
月
、
『
新

小
説
」
に
小
説
「
荷
団
」
を
発
表
し
、
美
知
代
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
渦
中
に
投
げ

込
ま
れ
る
3
0

花
袋
は
「
蒲
団
」
発
表
の
蹟
罪
の
ご
と
く
美
知
代
の
両
親
と
交
渉
を
続
け
、
翌

四
一
年
四
月
、
美
知
代
は
二
年
三
カ
月
ぶ
り
に
再
上
京
し
、
英
語
学
者
の
兄
・
実

麿
宅
(
白
山
御
殿
町
)
に
住
ま
っ
た
。
九
月
、
美
知
代
は
静
雄
の
子
を
妊
娠
し
て

兄
の
家
を
出
奔
、
千
葉
県
九
十
九
里
に
隠
れ
住
ん
だ
。
静
雄
は
、
早
稲
田
大
学
を

中
退
後
、
旅
行
新
聞
社
に
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
須
磨
子
の
名
で
『
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
』
の
翻
訳
「
ア
リ
ス
物
語
」
を
「
少
女
の
友
』
に
連
載
中
で
あ
っ
た
。
美

知
代
は
一
二
月
に
帰
京
し
て
、
永
代
静
雄
と
牛
込
区
原
町
で
同
居
。
こ
こ
に
中
山

三
郎
も
居
候
し
て
い
た
。

翌
明
治
四
一
年
一
月
、
実
家
が
激
怒
し
た
た
め
、
美
知
代
は
形
式
的
に
田
山
家

の
養
女
と
な
り
、
永
代
静
雄
と
の
結
婚
披
露
の
通
知
状
を
出
す
。
三
月
二

O
日
に

長
女
・
千
鶴
子
を
出
産
。
こ
れ
以
降
、
美
知
代
は
《
永
代
美
知
代
》
名
で
作
品
を

発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
永
代
は
、
旅
行
新
聞
社
か
ら
『
東
京
毎
日
新
聞
』
を
経

て
、
春
ご
ろ
か
ら
『
中
央
新
聞
』
に
移
籍
し
た
。
当
時
は
新
聞
社
を
渡
り
歩
く
記

者
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
中
央
新
聞
』
が
紙
面
刷
新
の
た
め
、
小
野

瀬
不
二
人
を
招
聴
、
早
稲
田
出
身
者
が
大
量
入
社
し
て
お
り
、
七
月
に
は
若
山
牧

水
も
入
社
し
て
い
る
。

こ
の
頃
か
ら
美
知
代
と
静
雄
の
夫
婦
仲
が
悪
化
し
、
一
一
月
に
破
局
。
無
署
名

で
『
中
央
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、
美
知
代
作
と
推
定
さ
れ
る
「
女
子
大
学
英
文
科

出
身
新
夫
人
の
打
明
話
」
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
が
ら
こ
の
夫
婦
聞
の
葛
藤
を

妻
の
視
点
で
描
い
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。
美
知
代
は
千
鶴
子
を
つ
れ
て
岡
山
家

に
戻
り
、
そ
の
後
、
花
袋
の
内
弟
子
と
な
っ
て
い
た
服
部
貞
子
(
水
野
仙
子
)
と
、

代
々
木
初
台
の
家
で
共
同
生
活
を
始
め
る
。
二
一
月
二

O
日
ご
ろ
、
社
内
の
路
線

争
い
に
よ
っ
て
、
小
野
瀬
不
二
人
が
ひ
き
い
る
早
稲
同
派
が
い
っ
せ
い
に
退
社

し
、
静
雄
や
牧
水
も
辞
職
し
た
。
本
稿
で
、
美
知
代
作
だ
と
推
定
し
て
紹
介
す
る

「
老
嬢
の
告
白
」
は
、
静
雄
の
在
職
期
間
中
の
明
治
四
二
年
六
月

1
八
月
に
『
中

央
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

そ
の
後
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
美
知
代
は
、
翌
明
治
四
三
年
、

長
女
・
千
鶴
子
を
、
花
袋
の
妻
り
さ
の
兄
で
花
袋
の
文
学
上
の
友
人
で
も
あ
っ
た

太
田
玉
若
の
養
女
と
し
て
入
籍
。
千
鶴
子
と
水
野
仙
子
と
と
も
に
、
二
月
に
仙
子

の
故
郷
福
島
県
の
飯
坂
温
泉
で
一
カ
月
暮
ら
し
、
三
月
に
太
田
玉
若
が
住
職
を
つ

と
め
る
建
福
寺
(
埼
玉
県
羽
生
)
に
一
カ
月
滞
在
し
て
千
鶴
子
を
慣
ら
し
た
あ
と
、

千
鶴
子
を
置
い
て
東
京
に
戻
っ
た
。
四
月
、
美
知
代
は
仙
子
と
暮
ら
す
代
々
木
初

台
の
家
を
出
て
、
静
雄
と
復
縁
し
、
「
富
山
日
報
」
の
記
者
と
な
っ
た
静
雄
と
共

に
富
山
に
移
っ
た
。

花
袋
は
、
「
縁
」
(
『
毎
日
電
報
』
明
治
四
三
年
三
月

1
八
月
)
に
お
い
て
、
「
蒲

団
」
発
表
以
後
の
美
知
代
の
再
上
京
・
妊
娠
と
静
雄
と
の
結
婚
・
出
産
・
別
居
・

子
と
の
別
れ
・
静
雄
と
の
復
縁
に
い
た
る
一
連
の
状
況
を
作
品
化
し
て
い
る
。
美

知
代
の
「
あ
る
女
の
手
紙
」
(
『
ス
バ
ル
』
明
治
四
三
年
九
月
)
・
「
里
子
」
(
問
、

同
年
一

O
月
)
・
「
岡
揮
の
家
」
(
「
ホ
ト
』
ギ
ス
』
同
年
一
一
一
月
)
な
ど
は
、
花
袋

の
「
縁
」
に
対
抗
す
る
形
で
発
表
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
ご
銭
銅
貨
」
(
『
中
央

公
論
』
同
年
二
一
月
)
、
「
清
の
ぐ
る
り
」
(
『
ホ
ト
』
ギ
ス
』
四
四
年
四
月
)
な
ど
、

美
知
代
の
自
然
主
義
小
説
家
と
し
て
の
代
表
作
は
、
こ
の
富
山
時
代
に
執
筆
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
新
た
に
『
富
山
日
報
』
で
も
美
知
代
の
作
品
が
確

認
で
き
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
『
中
央
新
聞
』
と
あ
わ
せ
、
美
知
代
は
、
夫
の
静

雄
の
赴
任
先
の
新
聞
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
が
、
「
富

山
日
報
」
掲
載
作
品
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

( 2 ) 



制
掲
載
紙
『
中
央
新
聞
』
の
概
略

つ
づ
い
て
、
永
代
静
雄
が
明
治
四
二
年
春
ご
ろ
か
ら
同
年
二
一
月
下
旬
ま
で
勤

務
し
て
い
た
『
中
央
新
聞
』
の
概
略
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

明
治
二
ハ
年
に
創
刊
し
た
改
進
党
系
の
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
が
明
治
二
二
年
に

『
江
戸
新
聞
』
と
な
り
、
そ
れ
を
明
治
二
三
年
に
大
岡
育
造
が
買
収
し
て
『
東
京

中
央
新
聞
』
と
改
め
、
さ
ら
に
翌
年
「
中
央
新
聞
」
と
改
題
し
た
4
0

明
治
四
三

年
に
政
友
会
員
の
合
資
会
社
と
な
り
、
政
友
会
の
機
関
紙
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
一
五
年
に
政
友
会
の
手
を
離
れ
て
、
『
日
本
産
業
報
国
新
聞
』
と
な
り
、
戦

争
末
期
の
昭
和
一
九
年
に
廃
刊
し
た
。

永
代
静
雄
が
在
職
し
た
明
治
四
二
年
は
、
政
友
会
の
機
関
紙
に
な
る
前
年
で
、

大
岡
育
造
社
長
経
営
時
代
の
最
後
に
相
当
す
る
。
こ
の
当
時
の
『
中
央
新
聞
」
の

発
行
部
数
は
、
三

5
五
万
部
。
『
報
知
新
聞
」
の
一
四

i
二
O
万
部
、
『
東
京
朝
日

新
聞
』
の
八

s
一
O
万
部
な
ど
よ
り
少
な
い
が
、
『
読
売
新
聞
』
の
一
・
五

3
三

万
部
、
『
日
本
新
聞
』
『
東
京
毎
日
新
聞
』
な
ど
の
一

3
ニ
万
部
よ
り
は
多
く
、
東

京
発
行
の
新
聞
の
な
か
で
は
中
堅
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
(
注
4
③
④
)
。

山
本
武
利
は
、
東
京
紙
の
市
場
構
造
を
《
下
町
型
》
と
《
山
手
型
》
と
に
分
け

る
と
、
『
都
』
『
報
知
』
『
時
事
』
『
中
央
』
な
ど
が
下
町
型
、
『
万
朝
報
』
『
日
本
』

『
読
売
』
「
国
民
」
な
ど
が
山
手
型
だ
と
述
べ
る
(
注
4
③
)
。
さ
ら
に
山
本
が
紹

介
し
て
い
る
明
治
四
三
年
の
「
新
聞
売
子
の
見
た
る
新
聞
観
」
(
『
新
公
論
』
明
治

四
三
年
六
月
)
に
よ
れ
ば
、
『
中
央
新
聞
』
は
、
《
下
谷
、
浅
草
、
本
所
、
深
川
方

面
》
で
売
れ
、
購
読
者
の
階
級
と
し
て
は
《
労
働
者
》
だ
と
い
う
。

ま
た
、
日
露
戦
後
か
ら
明
治
四
三
年
ま
で
の
『
中
央
新
聞
』
の
動
き
に
つ
い
て
、

西
団
長
需
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
(
注
4
②)。

《
日
露
戦
争
を
通
し
て
、
と
く
に
日
露
講
和
条
件
に
対
す
る
各
社
の
態
度

に
よ
っ
て
、
紙
数
の
増
減
は
著
し
か
っ
た
。

概
し
て
桂
の
ご
用
新
聞
と
い
わ
れ
た
、
「
国
民
新
聞
」
、
「
や
ま
と
新
聞
」
、

「
中
央
新
聞
」
な
ど
は
、
一
時
非
常
に
発
行
部
数
が
減
少
し
た
。
》

《
「
中
央
新
聞
」
も
、
日
露
戦
後
の
講
和
問
題
で
政
府
の
立
場
を
擁
護
し

た
た
め
に
声
価
を
落
し
た
新
聞
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
大
岡
育
造
は
、
明
治
四

十
二
年
四
月
、
も
と
「
二
六
」
に
い
た
小
野
瀬
不
二
人
を
主
幹
兼
編
集
長
に

起
用
し
て
、
紙
面
改
良
に
当
ら
せ
た
が
、
社
の
古
参
幹
部
水
田
南
陽
等
と
意

見
が
合
わ
ず
、
小
野
瀬
は
同
年
末
早
く
も
退
社
し
た
。
大
岡
は
社
を
政
友
会

に
譲
渡
す
る
こ
と
と
し
、
四
十
三
年
五
月
、
組
織
を
政
友
会
員
二
八
名
の
合

資
組
織
と
な
し
、
社
長
鶴
原
定
吉
、
理
事
高
橋
光
威
、
吉
植
庄
一
郎
と
し
て

名
実
と
も
に
政
友
会
機
関
紙
と
し
た
。
同
年
中
に
夕
刊
を
発
行
、
社
業
も
よ

う
や
く
軌
道
に
の
っ
た
。
》

日
露
戦
争
で
新
聞
界
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
が
、
戦
後
に
平
和
条
約
が
締

結
さ
れ
一
段
落
つ
く
と
新
聞
読
者
が
半
減
す
る
。
こ
の
た
め
、
各
社
の
間
で
《
猛

烈
な
読
者
獲
得
競
争
》
が
お
こ
っ
た
(
注
4
④
)
。
記
事
内
容
の
改
革
、
印
刷
機

の
更
新
、
用
紙
の
改
良
や
印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
る
段
数
の
増
加
、
写
真
銅
版
の

進
歩
な
ど
の
ほ
か
、
福
引
・
懸
賞
・
人
気
投
票
や
勧
誘
チ
ラ
シ
な
ど
の
隆
盛
に
い

た
る
。
「
中
央
新
聞
』
は
、
政
友
会
寄
り
の
論
調
で
声
価
を
落
と
し
、
さ
ら
に
《
万

朝
報
と
の
聞
に
深
刻
な
販
売
競
争
》
が
お
き
、
《
大
岡
育
造
社
長
は
葉
書
一
本
で

社
員
の
首
を
切
る
こ
と
を
平
気
で
や
る
と
い
う
風
に
、
振
る
わ
な
い
理
由
が
色
々

と
あ
っ
た
》
と
さ
れ
る
。
そ
の
挽
回
を
め
ざ
し
て
、
明
治
四
二
年
春
に
小
野
瀬
不

二
人
が
招
聴
さ
れ
、
早
稲
田
闘
の
一
人
と
し
て
永
代
静
雄
も
入
社
し
た
わ
け
で
あ

る。
明
治
四
二
年
に
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た
出
来
事
と
し
て
は
、
四
月
に
激
石
の

「
そ
れ
か
ら
」
に
も
書
か
れ
た
日
糖
事
件
、
高
商
学
生
の
運
動
、
五
月
に
二
葉
亭

四
迷
の
客
死
、
七
月
の
大
阪
大
火
、
八
月
の
朝
鮮
併
合
、
一

O
月
に
伊
藤
博
文
の

ハ
ル
ピ
ン
で
の
狙
撃
死
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
「
中
央
新
聞
』
の
紙
面
を
通

覧
す
る
と
、
刷
新
前
は
、
文
化
的
な
記
事
と
し
て
寄
席
や
芝
居
の
番
組
案
内
、
美

術
界
の
紹
介
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
相
撲
の
取
り
組
み
な
ど
が
目
に
つ
き
、
文
学
関

係
の
記
事
は
極
小
で
あ
っ
た
。
連
載
小
説
は
、
な
に
が
し
作
の
歴
史
小
説
「
夕
立

雲
」
で
、
終
了
後
の
九
月
一
六
日
か
ら
小
山
内
薫
「
第
二
の
恋
」
に
変
わ
っ
た
。

四
月
下
旬
か
ら
記
者
募
集
の
広
告
が
載
り
、
五
月
一
一
一
一
日
に
は
、
同
月
二
七
日
か

ら
社
員
を
一
七
人
増
員
す
る
旨
の
社
告
が
な
さ
れ
た
。
当
日
の
二
七
日
に
は
、
短

歌
・
新
体
詩
・
小
品
文
の
《
読
者
文
芸
募
集
》
の
社
告
が
あ
り
、
こ
れ
以
降
、
文
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芸
関
係
記
事
が
目
立
っ
て
多
く
な
る
。
以
前
は
書
名
な
ど
の
書
誌
事
項
の
み
だ
っ

た
新
刊
紹
介
も
、
文
芸
誌
や
児
童
書
の
内
容
紹
介
記
事
に
変
わ
り
、
静
雄
や
牧
水

ら
が
署
名
入
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
書
く
文
芸
時
評
も
散
見
さ
れ
る
。
文
芸
兼
家
庭
部

長
は
恵
美
孝
三
(
光
山
)
で
、
恵
美
は
、
年
末
の
『
中
央
新
聞
」
一
斉
辞
職
の
あ

と
、
『
富
山
日
報
」
や
『
帝
国
新
聞
」
(
大
阪
)
に
も
静
雄
を
誘
っ
て
紙
面
改
革
に

あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
最
終
面
に
《
家
庭
》
頁
も
新
設
さ
れ
た
。
《
「
家
庭
」
新
設
の
趣
旨
》

(
明
治
四
二
年
五
月
二
七
日
)
に
は
、
《
新
時
代
の
要
求
に
応
せ
ん
為
め
本
日
よ

り
新
設
せ
る
此
一
頁
は
、
総
て
の
家
庭
及
び
婦
人
問
題
を
中
心
と
し
て
我
婦
人
社

会
に
智
識
と
趣
味
と
を
供
給
せ
ん
こ
と
を
目
的
と
し
そ
《
故
に
本
紙
の
家
庭
頁
は

一
面
に
於
て
婦
人
の
位
置
を
高
む
べ
き
指
導
の
任
を
有
す
る
と
同
時
に
更
に
他
の

一
面
に
於
て
は
我
国
現
代
の
婦
人
社
会
を
透
写
す
る
浄
攻
璃
た
ら
ん
こ
と
を
期

す
》
と
述
べ
る
。
家
庭
頁
に
は
女
性
向
け
論
説
や
料
理
、
流
行
紹
介
、
著
名
婦
人

の
消
息
、
女
学
校
便
り
、
読
者
投
書
、
長
短
の
小
説
や
児
童
向
け
読
物
な
ど
が
掲

載
さ
れ
る
。
《
婦
人
消
息
》
欄
に
は
、
華
族
夫
人
の
外
出
や
入
院
と
と
も
に
、
《
森

林
太
郎
夫
人
》
(
作
家
・
森
し
げ
H
鴎
外
の
妻
)
の
出
産
が
紹
介
さ
れ
(
五
月
三

O
日
)
、
連
載
《
吾
家
の
舘
夏
法
》
で
は
、
衆
議
院
議
員
夫
人
や
法
学
博
士
夫
人

と
並
ん
で
、
《
花
袋
氏
夫
人
岡
山
り
さ
子
》
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
る

な
ど
(
六
月
一
三
日
)
、
文
学
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
記
事
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
美
知
代
作
だ
と
推
定
さ
れ
る
作
品
「
老
嬢
の
告
白
」
も
、
こ

の
《
家
庭
》
頁
に
掲
載
さ
れ
た
。

同
『
中
央
新
聞
』
と
永
代
美
知
代

無
署
名
の
二
作
品
「
老
嬢
の
告
白
」
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
以
外
に
も
、
美
知

代
が
「
中
央
新
聞
」
に
執
筆
し
た
痕
跡
は
あ
る
。
九
月
二
一
日
に
は
、
家
庭
頁
に

掌
編
「
少
女
写
生
休
暇
後
」
を
「
み
ち
よ
」
の
署
名
入
で
掲
載
し
て
い
る
。
夏

季
休
暇
が
明
け
た
女
学
校
で
、
互
い
の
日
焼
け
を
か
ら
か
う
こ
少
女
の
前
に
、
友

達
の
《
山
口
さ
ん
》
が
別
れ
を
告
げ
に
現
れ
る
。
脚
気
の
母
に
っ
さ
そ
っ
て
軽
井

沢
に
転
地
し
て
い
る
聞
に
、
父
が
脳
溢
血
で
急
死
し
て
山
口
さ
ん
は
運
命
が
一
転

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
今
後
を
尋
ね
ら
れ
た
山
口
さ
ん
は
、
《
「
仕
方
が
な
い
か
ら

私
交
換
局
へ
で
も
勤
め
ゃ
う
と
思
っ
て
ま
す
の
。
」
》
と
言
い
、
《
「
:
:
:
お
可
哀
想

だ
わ
ね
え
。
本
当
に
山
口
さ
ん
お
察
し
申
し
て
よ
。
」
/
一
二
人
は
互
に
手
を
と

っ
て
泣
き
入
る
の
で
あ
っ
た
。
(
完
)
》
と
閉
じ
ら
れ
る
。

恵
ま
れ
た
境
遇
の
少
女
が
肉
親
の
死
に
よ
っ
て
転
落
す
る
悲
運
の
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
古
典
に
も
、
「
小
公
女
」
な
ど
明
治
期
の
翻
訳
文
学
に
も
珍
し
く
は
な
い
。

プ
ロ
ッ
ト
の
み
の
、
埋
め
草
的
な
掌
編
で
は
あ
る
が
、
女
学
生
同
士
の
会
話
に
は

面
白
み
が
あ
る
。
美
知
代
は
数
年
後
の
「
少
女
小
説
郷
里
」
(
『
少
女
画
報
』
大

正
二
年
六
月
)
で
も
、
肉
親
の
危
篤
の
報
に
よ
っ
て
同
級
生
に
別
れ
を
つ
げ
て
帰

郷
す
る
少
女
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、
神
戸
女
学
院
時
代
に
こ
れ
に
類
す
る
体

験
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ま
確
認
で
き
る
限
り
で
、
美
知
代
が
初
め
て
少
女
小
説
を
書
い
た
の
は
、
明

治
四
二
年
七
月
に
『
少
女
世
界
』
に
掲
載
し
た
「
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
御
看
病
」
で

あ
っ
た
。
「
中
央
新
聞
』
に
掲
載
し
た
「
少
女
写
生
休
暇
後
」
は
こ
作
目
に
当

た
る
。
夫
の
勤
務
す
る
新
聞
が
読
者
獲
得
の
た
め
に
内
容
の
刷
新
を
試
み
た
際

に
、
美
知
代
は
子
ど
も
向
け
読
物
を
提
供
し
た
。
翌
年
の
『
富
山
日
報
」
で
も
少

女
小
説
を
掲
載
し
て
お
り
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
を
通
じ
て
、
美
知
代
が
少
女
小

説
や
児
童
向
け
読
物
を
量
産
す
る
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
新
聞
の
存
在
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
美
知
代
が
、
単
に
新
聞
記
者
の
妻
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
書

き
手
と
し
て
『
中
央
新
聞
」
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
確
実
な
の
だ
が
、
少
女
小
説

以
外
に
も
執
筆
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

例
え
ば
、
五
月
二
七
日
に
開
設
さ
れ
た
家
庭
頁
に
は
《
婦
人
倶
楽
部
》
と
称
す

る
読
者
投
稿
欄
が
設
け
ら
れ
、
《
読
者
諸
姉
の
投
書
を
歓
迎
す
》
と
添
え
ら
れ
る

が
、
少
な
く
と
も
当
初
の
一
定
期
間
は
読
者
に
扮
し
て
美
知
代
が
書
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
5
。
例
え
ば
、
五
月
三

O
日
の
同
欄
に
は
、
《
私
は

「
そ
の
前
夜
」
の
女
主
人
公
エ
レ
ナ
が
好
き
》
だ
と
い
う
(
原
の
女
)
、
六
月
四

日
に
も
《
ツ
ル
ゲ
l
子
フ
な
ど
の
小
説
を
読
む
と
其
女
主
人
公
の
境
涯
が
羨
ま
し
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く
思
は
れ
て
私
共
日
本
の
女
は
何
う
し
て
斯
様
に
蹄
甲
斐
な
い
の
だ
ろ
う
と
悲
し

さ
が
増
す
ば
か
り
》
と
い
う
(
本
郷
、
ち
ょ
子
)
が
投
書
し
て
い
る
。
短
時
日
に

ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
愛
読
表
明
が
つ
づ
く
が
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

美
知
代
一
家
は
、
当
時
、
牛
込
区
原
町
に
住
ん
で
い
た
し
、
《
ち
よ
子
》
の
名
も

美
知
代
に
近
い
。
『
蒲
団
』
で
は
、
ツ
ル
グ
l
ネ
フ
の
「
オ
ン
、
ゼ
、
イ
ブ
』
(
そ

の
前
夜
)
を
時
雄
が
芳
子
に
教
え
、
芳
子
は
《
エ
レ
ネ
の
恋
物
語
を
自
分
に
引
く

ら
べ
て
、
其
身
を
小
説
の
中
に
置
い
た
》
(
五
)
と
さ
れ
る
。
美
知
代
自
身
も
花

袋
に
勧
め
ら
れ
て
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
全
集
を
愛
読
し
、
二
葉
亭
四
迷
訳
の
「
う
き
草
」

(ル

l
ヂ
ン
)
を
筆
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
月
三

O
日
に
は
、
《
此
頃
の
新
聞
雑
誌
の
お
手
軽
料
理
》
が
《
私
共
貧
乏
官

吏
》
に
は
合
わ
な
い
と
嘆
く
(
青
山
ひ
が
み
女
)
、
温
泉
に
行
き
た
い
が
お
金
が

な
い
の
で
、
東
京
近
郊
の
よ
い
温
泉
を
教
え
て
ほ
し
い
、
夫
婦
と
赤
ん
坊
と
下
女

で
い
く
ら
か
か
る
か
も
教
わ
り
た
い
と
い
う
(
本
所
病
後
の
女
)
が
投
書
し
て
い

る
。
実
家
の
反
対
を
お
し
て
結
婚
し
た
美
知
代
夫
婦
は
経
済
的
に
苦
し
ん
だ
が
、

こ
れ
ら
は
そ
う
し
た
経
済
状
態
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
後
に
「
趣
味

の
旅
行
」
(
「
家
庭
及
学
校
』
大
正
七
年
八
月
)
で
、
美
知
代
は
自
分
た
ち
夫
婦
を
、

《
二
人
な
が
ら
揃
っ
て
旅
行
好
き
の
、
温
泉
道
楽
》
だ
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、

《
夫
婦
と
赤
ん
坊
と
下
女
》
と
い
う
家
族
構
成
も
、
当
時
の
美
知
代
宅
そ
の
ま
ま

な
の
だ
。
六
月
四
日
に
は
、
《
小
説
に
出
て
来
る
人
々
は
皆
何
し
て
暮
ら
し
を
立
て
与
居

る
の
で
せ
う
、
若
い
男
や
女
が
位
度
作
者
の
筆
に
描
か
れ
て
出
る
が
生
活
の
模
様

は
少
し
も
分
ら
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
幾
ら
空
想
で
も
お
金
な
く
て
暮
せ
る

人
間
は
あ
り
ま
す
ま
い
と
思
ふ
が
、
知
何
で
せ
う
(
大
森
、
田
鶴
子
)
》
と
い
う

投
書
も
あ
る
。
家
庭
経
済
の
苦
境
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
形
而
下
的
な
状
況
が
小

説
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
表
明
が
、
一

O
月
か
ら
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
の
発
想
の
源
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
新
夫
人
の
打

明
話
」
に
つ
い
て
は
別
稿
で
紹
介
す
る
が
、
月
末
の
支
払
い
の
言
い
訳
に
苦
労
し

た
り
、
質
屋
に
通
っ
た
り
す
る
様
な
ど
、
経
済
的
な
困
窮
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
も

シ
リ
ア
ス
に
も
描
か
れ
る
。

晩
年
の
美
知
代
か
ら
英
語
を
習
う
な
ど
親
炎
し
た
原
博
巳
に
よ
れ
ば
、
美
知
代

は
、
永
代
と
の
結
婚
後
の
困
窮
の
時
期
に
、
生
活
の
た
め
に
は
何
で
も
書
い
た
、

雑
文
も
政
治
家
の
政
談
演
説
の
原
稿
も
書
い
た
と
話
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
一
般
記
事
に
も
美
知
代
が
書
い
た
も
の
が
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
夏
以
降
、
家
庭
頁
に
は
、
《
日
曜
童
話
》
が
掲
載
さ
れ
、
《
須
磨
子
》
(
永

代
静
雄
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
)
名
の
童
話
も
掲
載
さ
れ
る
。
無
署
名
の
童
話
に
も
、
美

知
代
作
の
可
能
性
の
あ
る
作
品
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
夫
が
勤
務
す
る
「
中
央
新
聞
』
に
、
小
説
、
児
童
向
け
読
物
、
一

般
記
事
と
、
意
外
に
大
き
く
美
知
代
は
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
明
治

四
二
年
九
月
に
は
、
二
名
の
《
婦
人
記
者
募
集
》
の
社
告
が
家
庭
部
か
ら
出
さ
れ

る
。
静
雄
も
含
め
た
早
稲
田
派
が
大
量
退
社
し
た
翌
年
の
明
治
四
三
年
に
、
美
知

代
と
も
相
識
で
あ
っ
た
歌
人
の
山
田
(
今
井
)
邦
子
が
記
者
と
し
て
「
中
央
新
聞
』

に
入
社
す
る
。
憶
測
だ
が
、
女
性
関
係
記
事
を
手
広
く
書
い
て
い
た
美
知
代
の
穴

を
埋
め
る
た
め
の
採
用
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
老
嬢
の
告
白
」

同
書
誌
と
梗
概

「
老
嬢
の
告
白
」
は
、
『
中
央
新
聞
』
の
家
庭
頁
に
、
明
治
四
二
(
一
九
O
九
)

年
六
月
一
三
日
か
ら
八
月
一
一
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
全
四
三
回
6
0

広
島
県
出

身
の
四
二
歳
の
何
掛
か
駆
的
の
《
私
》
が
、
自
身
の
激
し
く
転
変
す
る
人
生
を
回
想

し
て
語
る
小
説
で
あ
る
。
「
老
嬢
の
告
白
」
に
は
連
載
回
数
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、

以
下
、
通
し
番
号
を
付
し
て
(
)
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

ー
1
l
《
私
》
が
《
老
嬢
》
と
な
る
悲
劇
の
発
端
は
、
周
囲
か
ら
《
お
前
は
不
容

姿
だ
》
と
言
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
(
了
二
)
。
《
私
》
は
忠
一
消
J

治
世
ル
し

て
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
広
島
の
田
舎
か
ら
広
島
市
に
出
て
、
宗
教
学
校
の

女
学
校
に
入
学
す
る
。
《
一
生
を
「
聖
き
処
女
」
》
と
し
て
過
ご
す
決
心
を
す
る
も

の
の
、
一
方
的
に
ほ
の
か
に
思
う
だ
け
の
初
恋
を
経
て
自
身
が
女
で
あ
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
ら
れ
る
(
四
・
玉
)
。
二
二
歳
で
女
学
校
を
卒
業
す
る
も
、
専
修
科
に

(5 ) 



入
っ
て
学
校
に
と
ど
ま
っ
た
《
私
》
は
、
舎
監
の
甥
で
《
神
戸
の
某
学
院
の
出
身

者
》
の
青
年
と
相
愛
の
仲
に
な
る
(
七
)
。
寄
宿
舎
が
火
事
に
な
り
、
下
宿
し
た

家
の
未
亡
人
が
嫉
妬
深
く
、
《
私
》
と
青
年
と
の
交
際
を
禁
じ
る
(
九
)
。
青
年
に

西
洋
人
の
出
資
に
よ
る
洋
行
の
話
が
急
に
も
ち
あ
が
り
、
二
人
は
将
来
を
誓
っ
て

別
れ
る
。
最
初
は
文
通
し
て
い
た
が
、
三
年
目
に
突
然
、
青
年
か
ら
婚
約
を
破
棄

し
た
い
と
手
紙
が
届
き
、
《
私
》
の
恋
は
終
わ
る
(
一

0
1
二ニ)。

失
意
の
な
か
学
校
を
卒
業
し
て
帰
郷
し
た
《
私
》
は
、
父
が
死
ん
で
傾
い
た
家

や
老
母
と
弟
妹
を
支
え
る
た
め
に
「
私
は
最
早
女
を
廃
め
る
!
」
と
心
に
叫
ぶ

(
一
四
)
。
京
都
の
女
学
校
教
師
と
な
っ
た
《
私
》
は
病
を
え
て
慢
性
ヒ
F

ス
テ
リ
ー

に
な
る
(
一
玉

i
一
ム
ハ
)
。
《
私
》
は
《
向
性
の
恋
》
に
救
い
を
求
め
る
。
《
私
》

の
コ
ア
ヤ
リ
ス
ト
」
は
女
学
校
の
同
僚
で
、
結
婚
間
際
に
恋
人
の
男
が
死
ん
で
、

一
生
独
身
で
過
ご
す
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
た
(
一
八
)
。
《
私
》
に
十
年
無
音
の
恋

人
だ
っ
た
男
性
か
ら
手
紙
が
届
き
、
再
会
す
る
。
実
は
男
性
の
洋
行
は
田
舎
の
許

婚
の
女
の
実
家
の
出
資
に
よ
る
も
の
で
、
既
に
結
婚
し
て
子
ど
も
も
い
る
が
、

《
私
》
が
独
身
で
い
る
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
い
、
《
私
》
に
結
婚
を
申
し

込
む
。
《
私
》
は
男
性
の
妻
子
を
犠
性
に
す
る
の
を
は
ば
か
っ
て
断
り
、
男
性
を

説
得
し
て
帰
郷
さ
せ
る
が
、
別
れ
た
あ
と
で
自
分
の
決
断
を
噸
笑
す
る
(
一
九
1

二
四
)
。《
私
》
は
久
し
ぶ
り
に
帰
郷
す
る
が
、
縁
談
が
決
ま
っ
た
妹
の
喜
ぶ
姿
に
暗
い

気
持
ち
に
な
り
、
急
に
一
人
で
京
都
へ
戻
っ
て
し
ま
う
(
二
六
)
。
京
都
で
は
、

「
デ
ヤ
レ
ス
ト
」
の
同
僚
が
急
に
結
婚
を
決
め
て
学
校
を
辞
め
、
《
私
》
は
孤
立

感
か
ら
冷
笑
的
な
態
度
に
な
る
(
二
七
)
。
新
た
な
誘
惑
。
三
四
歳
の
《
私
》
は
、

同
じ
教
会
に
通
う
年
若
い
三
高
生
の
青
年
に
母
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
可
愛
が
る
よ

う
に
な
る
。
母
と
息
子
の
よ
う
な
関
係
が
つ
づ
く
折
、
夏
休
み
に
西
洋
人
か
ら
借

り
た
須
磨
の
別
荘
に
青
年
を
誘
い
、
一
カ
月
共
に
暮
ら
し
て
い
る
う
ち
に
青
年
が

《
私
》
へ
の
欲
望
を
見
せ
始
め
、
《
私
》
は
勝
利
を
喜
ん
だ
上
で
、
青
年
と
の
距

離
を
保
つ
(
一
一
八

1
三
四
)
。
ニ
人
の
仲
が
学
院
長
の
耳
に
入
っ
て
問
題
に
な
る

と
、
《
私
》
は
告
げ
口
を
し
た
教
員
を
道
連
れ
に
退
職
す
る
(
三
五
)
。

三
六
歳
に
な
っ
た
《
私
》
は
、
東
京
の
寄
宿
舎
の
舎
監
と
な
る
。
大
学
院
を
出

て
出
版
社
に
就
職
し
た
弟
が
一
家
を
か
ま
え
、
国
の
母
を
呼
び
寄
せ
、
《
私
》
も

同
居
す
る
さ
ヱ
ハ
)
。
弟
と
結
婚
し
た
男
爵
家
の
令
嬢
と
不
仲
に
な
っ
た
《
私
》

は
家
を
出
、
さ
ら
に
男
爵
家
か
ら
の
出
資
に
よ
る
弟
の
洋
行
に
際
し
で
も
弟
と
の

聞
に
感
情
の
行
き
違
い
が
起
き
て
、
《
私
》
は
悲
痛
を
味
わ
う
(
三
八
・
三
九
)
。

三
九
歳
で
更
年
期
を
迎
え
た
《
私
》
は
、
女
と
し
て
の
最
後
を
迎
え
た
と
煩
悶
し
、

言
い
寄
っ
て
く
る
若
い
男
性
た
ち
を
近
づ
け
る
が
、
《
凡
て
を
投
出
し
て
了
ふ
》

こ
と
は
な
か
っ
た
(
四

0
・
四
一
)
。
母
が
死
に
、
真
面
目
に
な
っ
た
《
私
》
は
、

《
老
嬢
》
と
し
て
の
自
身
の
《
四
十
年
間
の
試
練
》
を
《
世
間
の
参
考
》
に
し
た

い
と
述
べ
て
語
り
終
え
る
(
四
二
・
四
一
二
)
。
|
|

女
性
の
容
貌
の
美
醜
、
女
学
校
生
活
、
学
問
、
恋
愛
と
別
れ
・
再
会
、
ヒ
ス
テ

リ
ー
、
嫉
妬
、
同
性
愛
、
年
下
の
男
性
を
誘
惑
、
妹
や
弟
嫁
と
の
葛
藤
、
更
年
期
、

母
の
死
、
:
:
:
と
、
物
語
ら
れ
る
《
老
嬢
》
の
人
生
は
多
彩
で
一
回
ご
と
に
激
し

く
動
き
、
あ
た
か
も
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
・
ド
ラ
マ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

制
執
筆
者
推
定

論
者
が
永
代
美
知
代
作
だ
と
推
定
し
て
い
る
『
中
央
新
聞
』
の
無
署
名
の
二
作

品
の
う
ち
、
「
女
子
大
学
英
文
科
出
身
新
夫
人
の
打
明
話
」
は
、
文
体
的
に
も

内
容
的
に
も
、
ま
た
連
載
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
記
事
を
静
雄
が
署
名
入
り
で
書
い

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
美
知
代
作
だ
と
ほ
ぼ
断
定
で
き
る
。
一
方
、
本
稿
で
紹
介

す
る
「
老
嬢
の
告
白
」
の
執
筆
者
判
定
に
つ
い
て
は
別
論
も
あ
る
。

大
西
小
生
は
、
「
永
代
静
雄
略
年
譜
」
明
治
四
二
年
に
お
い
て
、
《
六
月
一
三
日

〈
中
央
〉
紙
に
無
署
名
で
「
老
嬢
の
告
白
」
連
載

(
1
八
月
一
一
日
)
。
西
山
庵

が
モ
デ
ル
か
》
と
記
し
て
お
り
、
「
老
嬢
の
告
白
」
を
美
知
代
の
夫
で
あ
る
永
代

静
雄
作
だ
と
見
な
し
て
い
る
(
注
2
⑤
)
。
大
西
に
よ
れ
ば
、
美
知
代
と
永
代
が

夏
期
学
校
で
出
会
っ
た
明
治
三
八
年
に
、
《
神
戸
女
学
院
教
師
の
西
山
庵
と
中
山

と
が
、
当
時
は
淡
路
に
い
た
詩
人
一
色
醒
川
の
も
と
を
五
月
に
訪
ね
た
こ
と
が
二

人
き
り
の
旅
行
と
蒸
し
返
さ
れ
、
疑
惑
を
持
た
れ
た
》
と
い
う
。
《
中
山
》
と
は
、

永
代
の
友
人
で
、
美
知
代
が
恋
愛
事
件
で
帰
郷
し
た
際
に
二
人
の
手
紙
の
取
り
次

ぎ
を
し
、
「
蒲
団
」
刊
行
直
後
に
は
『
新
芦
』
に
静
雄
援
護
の
評
を
発
表
し
(
明

(6) 



治
四

O
年一

O
月
、
「
花
袋
氏
の
書
い
た
「
蒲
団
」
に
現
は
れ
た
る
事
実
」
)
美
知

代
の
再
上
京
後
に
も
二
人
の
新
居
に
居
候
し
て
い
た
中
山
三
郎
(
泰
目
・
蕗
峰
)

の
こ
と
で
あ
る
7
。

大
西
が
「
老
嬢
の
告
白
」
を
静
雄
筆
だ
と
見
な
す
の
は
、
こ
の
中
山
三
郎
の
証

言
に
拠
る
。
中
山
は
、
花
袋
の
「
縁
」
に
も
《
山
田
》
と
し
て
登
場
す
る
が
、

『
縁
』
初
版
本
の
上
部
余
白
に
細
か
い
ベ
ン
字
で
書
き
込
む
形
で
手
記
を
残
し
て

い
た
。
中
山
の
孫
に
あ
た
る
清
田
啓
子
が
、
「
資
料
紹
介
花
袋
「
縁
」
中
の
一

モ
デ
ル
の
証
言
」
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る
(
注
2
②)。

ま
た
、
静
雄
の
故
郷
の
吉
川
町
の
郷
土
史
研
究
家
の
広
岡
卓
三
が
、
中
山
か
ら
資

料
提
供
と
口
頭
で
の
説
明
を
受
け
て
、
ま
と
め
て
い
る
(
注
2
①
)
。
「
老
嬢
の
告

白
」
に
関
す
る
箇
所
は
、
二
文
献
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
花

袋
「
縁
」
中
の
一
モ
デ
ル
の
証
言
」
(
注
2
②
)
か
ら
引
用
す
る
。
静
雄
と
喧
嘩

別
れ
し
て
、
三
人
で
住
ん
で
い
た
原
町
の
家
を
出
た
中
山
が
、
七
八
カ
月
ぶ
り
に

永
代
の
消
息
を
き
く
場
面
で
あ
る
。

《
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
或
目
安
成
二
郎
君
か
ら
聞
く
と
、
永
代
は
最

近
、
毎
夕
新
聞
社
を
よ
し
て
、
「
中
央
新
聞
」
に
転
じ
、
第
一
面
に
「
老
嬢

の
告
白
」
と
い
ふ
続
き
物
を
数
十
回
に
渡
っ
て
書
い
て
ゐ
る
と
の
事
で
あ
る
。

ナ
ニ
、
「
老
嬢
の
告
白
」
!
之
は
一
大
事
だ
、
と
私
は
驚
樗
し
た
、
此

の
題
目
だ
け
で
ハ
ツ
キ
リ
想
像
さ
れ
る
事
は
、
私
の
大
事
な
「
お
つ
か
さ
ん
」

を
材
料
に
使
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
私
だ
け
し
か
知
ら
な
い

色
々
の
事
を
永
代
に
話
し
た
事
が
あ
る
。

「
は
』
あ
、
そ
れ
を
書
い
て
い
る
ナ
」

と
直
覚
し
た
の
で
、
私
の
充
奮
は
絶
頂
に
達
し
た
。
そ
の
事
が
「
お
つ
か
さ

ん
」
に
知
れ
た
ら
、
お
前
何
を
し
ゃ
べ
っ
た
の
だ
と
叱
ら
れ
る
の
は
分
り
切

っ
て
ゐ
る
。
そ
の
責
任
上
か
ら
も
、
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
私
は
自
動
電
話

に
か
け
つ
け
て
、
永
代
を
呼
び
出
し
、
一
別
以
来
の
挨
拶
も
何
も
あ
っ
た
も

の
で
な
く
、
そ
の
「
老
嬢
の
告
白
」
に
つ
い
て
詰
問
的
に
迫
っ
て
行
っ
た
と

こ
ろ
、
永
代
は
平
然
と
し
て

「
僕
は
之
を
社
会
的
教
育
の
見
地
か
ら
書
い
て
ゐ
る
の
だ
、
君
か
ら
干
渉
を

う
け
る
理
由
は
な
い
。
」
と
つ
っ
ぱ
ね
て
来
た
。
私
は
や
た
ら
に
冗
奮
し
て

ゐ
る
だ
け
に
返
す
言
葉
が
な
く
、
ウ
ヤ
ム
ヤ
で
電
話
口
を
離
れ
た
が
、
サ
ア

私
の
感
情
は
愈
以
て
お
さ
ま
ら
な
い
、
(
後
略
)

筆
写
者
注
|
|
「
お
つ
か
さ
ん
」
と
は
、
前
に
省
略
し
た
筆
者
の
神
戸
時

代
の
記
述
に
詳
し
い
、
神
戸
女
学
院
の
教
師
西
山
い
ほ
り
先
生
で
あ
る
。

教
会
の
青
年
達
が
「
マ
ザ
l
」
と
呼
ん
で
い
た
人
で
、
筆
者
よ
り
十
五
六

歳
年
長
、
筆
者
は
特
に
愛
せ
ら
れ
て
い
た
。
「
香
道
で
は
恐
ら
く
日
本
一
、

茶
道
に
か
け
て
も
男
子
の
大
家
も
及
ば
ぬ
識
見
を
有
し
、
伎
伺
を
有
し
て

ゐ
る
人
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
》

中
山
に
取
材
し
た
広
岡
著
(
注
2
①
)
で
も
、
西
山
い
ほ
り
に
つ
い
て
《
生
涯

を
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
で
通
し
た
女
性
》
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
た
し
か
に
「
老
嬢
の

告
白
」
に
は
、
《
老
嬢
》
だ
と
自
認
す
る
《
私
》
が
教
会
で
知
り
合
っ
た
若
い
学

生
に
母
の
よ
う
に
慕
わ
れ
、
共
に
須
磨
の
別
荘
に
行
く
回
も
あ
り
(
二
八

S

三
四
)
、
中
山
三
郎
と
西
山
庵
の
交
友
関
係
が
素
材
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
は
確

か
だ
ろ
う
。
た
だ
、
中
山
が
安
成
二
郎
か
ら
聞
き
知
っ
た
内
容
に
は
細
か
い
錯
誤

が
多
い
。
永
代
静
雄
が
『
中
央
新
聞
』
の
前
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
、
《
毎
夕
新

聞
社
》
で
は
な
く
、
大
西
小
生
に
よ
れ
ば
『
東
京
毎
日
新
聞
』
で
あ
る
し
(
注
2

⑤
)
、
「
老
嬢
の
告
白
」
が
掲
載
さ
れ
た
家
庭
頁
は
、
「
中
央
新
聞
」
の
第
一
面
で

は
な
く
最
終
面
で
あ
る
。
《
驚
樗
》
し
《
充
奮
が
絶
頂
に
達
し
た
》
中
山
が
、
永

代
静
雄
が
「
老
嬢
の
告
白
」
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
《
書
い
て
い
る
》
と
盲

信
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
中
山
の
回
想
に
よ
る
と
、
中
山
は
『
中
央
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
老

嬢
の
告
白
」
を
読
ん
で
は
い
な
い
。
《
此
の
題
目
だ
け
で
ハ
ツ
キ
リ
想
像
さ
れ
る

事
は
、
私
の
大
事
な
「
お
つ
か
さ
ん
」
を
材
料
に
使
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
》
と
、

実
際
に
は
作
品
を
読
む
こ
と
な
く
、
た
だ
「
老
嬢
の
告
白
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

み
で
、
「
お
つ
か
さ
ん
」
こ
と
西
山
庵
の
物
語
だ
と
《
直
覚
》
し
て
激
昂
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
美
知
代
の
他
作
品
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
戸
女

学
院
時
代
に
美
知
代
の
周
辺
に
い
た
《
老
嬢
》
の
女
性
教
師
は
西
山
庵
一
人
で
は

な
い
。
「
老
嬢
の
告
白
」
の
な
か
で
西
山
庵
の
挿
話
は
あ
く
ま
で
モ
チ
ー
フ
の
一

(7) 



つ
に
過
ぎ
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
は
同
時
代
の
《
老
嬢
》
を
め
ぐ

る
言
説
へ
の
変
奏
と
し
て
構
想
さ
れ
て
お
り
、
帰
郷
中
や
永
代
と
の
結
婚
後
の
現

在
の
美
知
代
自
身
の
心
理
や
読
書
体
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「
老
嬢
の
告
白
」
は
、
美
知
代
の
夫
の
静
雄
が
勤
務
し
て
い
る
「
中

央
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
静
雄
が
作
品
成
立
に
関
与
し
て
い
る
の
は
確
実

で
あ
る
。
「
老
嬢
の
告
白
」
は
、
枠
物
語
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
日
目
頭
で
《
(
一

記
者
)
》
が
作
品
の
紹
介
を
し
、
連
載
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
や
は
り
《
一
記
者
》

に
よ
っ
て
作
品
の
意
義
が
三
回
に
わ
た
っ
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
記
述
は

静
雄
筆
に
よ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
少
な
く
と
も
美
知
代
と
静
雄
の
二
人
で
作
品

の
構
想
を
練
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
B
。
あ
る
い
は
作
品
全
体
が
夫
婦
合
作

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
《
3
で
す
け
れ
共
》
《
;
で
す
も
の
》
と

い
っ
た
美
知
代
作
品
に
特
徴
的
な
文
章
ス
タ
イ
ル
や
、
後
述
す
る
よ
う
な
作
品
の

モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
美
知
代
の
方
が
主
体
で
あ
り
、
最
終
執
筆
者
は
美
知
代
だ

と
本
稿
で
は
判
断
し
て
い
る
。
マ
ン
ガ
家
と
編
集
者
が
相
談
を
し
な
が
ら
二
人
三

脚
で
作
品
を
作
り
上
げ
る
よ
う
に
、
静
雄
が
恵
美
光
山
か
ら
連
載
小
説
の
企
画
を

取
り
付
け
て
き
て
、
美
知
代
・
静
雄
の
二
人
で
構
想
を
練
り
、
小
説
冒
頭
の
(
一

記
者
)
な
ど
の
箇
所
を
除
く
全
体
の
執
筆
は
美
知
代
が
担
当
し
た
、
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
美
知
代
作
と
推
定
で
き
る
特
質
を
、
簡
単
に
検
討
し
た
い
。

同
《
老
嬢
》

《
私
》
に
よ
る
物
語
が
始
ま
る
前
の
口
上
で
、
《
一
記
者
》
は
、
世
聞
か
ら
《
悲

オ
ー
ル
ド
ミ
ス

痛
の
意
味
》
を
含
ま
れ
る
「
老
嬢
」
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
《
血
湧
き
涙
流
る
』
数
奇

を
極
む
る
運
命
》
が
あ
る
と
述
べ
、
老
嬢
の
物
語
を
発
表
す
る
の
は
、
興
味
本
位

か
ら
で
は
な
く
、
女
性
の
嘆
き
を
瑚
る
《
世
の
軽
薄
児
を
戒
め
そ
ま
た
老
嬢
に

同
情
の
念
を
抱
い
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
を
受
け
て
、
語
り
手
の

《
私
》
は
、
《
世
に
「
老
嬢
」
と
か
銘
打
っ
て
書
か
れ
た
小
説
も
沢
山
御
在
ま
す

が
、
老
嬢
の
生
涯
は
決
し
て
あ
ん
な
浅
薄
な
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
こ

れ
を
理
解
す
る
の
は
私
共
の
や
う
な
、
自
分
自
身
が
老
嬢
の
経
験
を
味
は
っ
た
者

で
な
く
て
は
解
り
ま
す
ま
い
》
(
一
)
と
言
う
。
自
身
を
《
佑
し
い
生
活
》
を
お

く
る
《
老
嬢
》
だ
と
認
め
、
だ
が
、
《
同
じ
血
と
閉
じ
情
と
を
持
っ
た
人
間
で
す

も
の
、
時
に
は
血
を
湧
き
立
た
す
や
う
な
刺
激
》
や
泣
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
つ

て
は
《
独
身
者
の
片
意
地
》
で
話
せ
な
か
っ
た
そ
れ
ら
の
思
い
を
、
平
穏
な
境
地

に
達
し
た
い
ま
、
《
昔
の
憤
悔
》
を
お
話
し
た
い
と
、
語
り
の
意
図
を
説
明
す
る
。

世
間
の
小
説
で
は
《
老
嬢
》
を
正
し
く
伝
え
て
い
な
い
か
ら
、
自
身
の
過
去
を
語

る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
老
嬢
の
告
白
」
以
前
に
発
表
さ
れ
た
「
老
嬢
」
の
タ
イ
ト
ル
を
も
っ
作
品
と

し
て
即
座
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
島
崎
藤
村
の
「
老
嬢
」
(
『
太
陽
』
明
治
三
六
年

六
月
↓
『
緑
葉
集
』
春
陽
堂
、
明
治
四

O
年
)
で
あ
ろ
う
。

藤
村
の
「
老
嬢
」
の
女
主
人
公
・
瓜
生
夏
子
は
、
独
身
女
性
が
疎
ま
れ
る
世
間

に
対
し
て
、
学
問
さ
え
受
け
て
い
な
け
れ
ば
ど
ん
な
男
と
で
も
結
婚
し
て
満
足
し

て
い
ら
れ
た
の
に
と
心
中
で
嘆
き
つ
つ
も
、
偶
然
再
会
し
た
女
学
校
時
代
の
同
級

生
に
、
《
結
婚
し
た
貴
方
の
方
が
幸
福
か
、
独
身
で
居
る
私
の
方
が
幸
福
か
》
試

し
て
み
よ
う
と
語
っ
て
別
れ
る
。
夏
子
は
、
自
分
に
憧
れ
る
年
下
の
画
家
を
、
自

分
も
好
感
を
も
ち
な
が
ら
捨
て
る
。
独
身
の
ま
ま
多
く
の
《
情
人
》
を
持
ち
、
故

郷
に
戻
っ
て
私
生
児
を
出
産
す
る
が
、
赤
ん
坊
は
死
ぬ
。
狂
気
に
お
ち
い
っ
た
夏

子
は
、
《
老
嬢
の
な
れ
の
果
と
唄
は
れ
て
そ
《
「
女
房
に
す
る
気
は
な
い
か
」
》
と

道
行
く
男
た
ち
に
声
を
か
け
る
よ
う
に
な
る

2

「
老
嬢
の
告
白
」
は
、
自
分
に
憧
慢
す
る
年
下
の
男
性
を
袖
に
す
る
と
こ
ろ
な

ど
、
藤
村
の
「
老
嬢
」
か
ら
素
材
を
摂
取
し
つ
つ
、
解
釈
を
変
え
て
い
く
。
夏
子

は
、
男
性
と
の
安
定
し
た
関
係
が
信
じ
ら
れ
ず
、
精
神
の
自
由
の
た
め
に
画
家
の

求
愛
を
退
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
老
嬢
の
告
白
」
で
は
、
年
下
の
青
年
と
の

関
係
は
、
孤
立
し
世
捨
て
人
の
よ
う
に
な
っ
た
《
私
》
に
再
度
華
や
か
な
人
生
に

憧
れ
よ
う
と
さ
せ
た
《
誘
惑
》
だ
と
と
ら
え
ら
れ
、
《
私
》
は
自
分
の
女
と
し
て

の
力
を
試
す
か
の
よ
う
に
青
年
を
誘
惑
す
る
が
、
そ
れ
が
成
功
し
か
か
る
と
《
良

心
》
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
、
肉
体
関
係
に
は
い
た
ら
な
い
。
総
じ
て
、
美
知
代
作

品
で
は
、
《
老
嬢
》
が
男
性
と
の
肉
体
関
係
を
持
つ
こ
と
は
止
め
ら
れ
て
い
る
。

藤
村
の
「
老
嬢
」
の
女
主
人
公
は
作
者
自
身
の
分
身
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の

( 8 ) 



の
、
《
老
嬢
》
の
お
ち
い
る
行
く
末
は
あ
ま
り
に
悲
惨
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

「
老
嬢
の
告
白
」
で
は
、
性
的
な
誘
惑
は
受
け
な
が
ら
も
、
放
縦
す
る
こ
と
は
な

く
、
最
終
的
に
は
女
主
人
公
を
ま
が
り
な
り
に
も
安
定
し
た
境
地
に
到
達
さ
せ
て

い
る
。実
は
、
美
知
代
は
、
一
年
前
に
も
「
老
嬢
」
の
タ
イ
ト
ル
の
作
品
を
書
い
て
い

る
(
岡
田
美
知
代
「
老
嬢
」
『
文
章
世
界
』
明
治
四
一
年
四
月
)
。
恋
愛
事
件
に
よ

る
帰
郷
の
あ
と
、
明
治
四
一
年
四
月
に
美
知
代
は
再
上
京
す
る
が
、
『
文
章
世
界
」

の
投
稿
〆
切
は
前
月
一
五
日
な
の
で
、
「
老
嬢
」
は
、
ま
だ
美
知
代
が
郷
里
の
上

下
町
に
い
る
三
月
一
五
日
以
前
に
執
筆
・
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
田
舎
に
住
む

《
私
》
は
、
近
所
に
住
む
《
其
枝
さ
ん
》
が
結
婚
が
決
ま
っ
て
有
頂
天
な
様
子
に

反
感
を
持
つ
。
だ
が
、
彼
女
の
結
婚
に
い
た
る
心
理
を
想
像
し
、
《
其
枝
さ
ん
》

も
も
う
《
老
嬢
》
な
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
と
納
得
し
、
さ
ら
に
女
学
院
の
一
ニ

O

歳
過
ぎ
た
洋
行
帰
り
の
女
性
教
員
た
ち
が
結
婚
に
焦
っ
て
《
安
っ
ぽ
い
御
亭
主
》

に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
る
。
そ
し
て
、
自
身
も
も
う
《
老
嬢
》
で
は
な

い
か
と
、
有
力
な
新
進
作
家
た
ち
の
出
現
に
焦
り
を
抱
き
、
二
十
四
五
歳
で
優
れ

た
作
品
を
残
し
た
《
一
葉
女
史
》
の
こ
と
を
思
う
。
《
私
だ
っ
て
今
死
ん
で
も
好

い
、
何
か
一
っ
す
ば
ら
し
い
も
の
が
書
き
度
い
け
れ
ど
、
年
中
青
い
顔
し
て
、
薬

ば
か
り
服
ん
で
居
て
何
が
出
来
る
。
/
「
死
ね
、
死
ね
!
」
と
口
に
出
し
て
自
ら

を
罵
》
り
、
《
狂
人
の
や
う
に
泣
き
叫
ん
で
も
見
度
く
な
る
》
の
で
あ
る
。
女
学

院
の
女
性
教
員
に
つ
い
て
は
、
「
老
嬢
の
告
白
」
の
《
私
》
の
コ
ア
ヤ
リ
ス
ト
」

の
同
僚
教
員
の
結
婚
の
挿
話
(
二
七
)
に
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
文
章
世
界
』
の
同
号
に
は
、
佳
作
入
選
し
た
岡
田
美
知
代
の
別
の
小
品
「
日

記
の
内
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
《
私
》
は
不
如
意
の
う
ち
に
暮
ら
し
、
頭
痛
に

苦
し
む
。
田
舎
の
旧
正
月
の
風
俗
を
見
て
、
《
藤
村
氏
緑
葉
集
の
自
序
》
の
写
生

に
つ
い
て
の
文
章
を
想
起
し
、
田
舎
の
光
景
を
文
章
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。
そ
こ
へ

近
所
の
《
其
枝
さ
ん
》
が
結
婚
の
日
取
り
が
早
く
な
っ
た
こ
と
を
告
げ
に
来
て
、

《
私
》
は
皮
肉
を
忘
れ
て
彼
女
が
羨
ま
し
く
な
る
。
自
分
の
煩
悶
に
、
《
只
の
一

日
で
可
い
、
世
間
の
女
と
同
じ
に
》
飲
食
を
快
楽
と
お
も
う
よ
う
な
生
活
を
し
た

い
と
願
う
。
と
こ
ろ
へ
都
の
先
生
か
ら
葉
書
が
届
き
、
先
生
の
情
愛
に
悲
し
み
を

覚
え
る
。
「
日
記
の
内
」
と
「
老
嬢
」
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
結
婚
の
喜

び
の
な
か
に
あ
る
年
長
の
《
其
枝
さ
ん
》
と
比
し
て
、
田
舎
で
煩
悶
し
て
文
学
に

何
と
か
救
い
を
求
め
よ
う
と
す
る
我
が
身
を
対
照
さ
せ
て
い
る
。
何
事
か
仕
事
を

な
そ
う
と
し
な
が
ら
焦
っ
て
結
婚
す
る
《
老
嬢
》
の
姿
に
、
《
私
》
は
自
分
の
姿

を
重
ね
て
い
く
の
で
あ
る
。

藤
村
の
「
老
嬢
」
は
、
「
日
記
の
内
」
で
引
用
さ
れ
た
「
緑
葉
集
』
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
美
知
代
の
「
老
嬢
」
は
、
藤
村
作
に
触
発
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

美
知
代
の
「
老
嬢
」
が
掲
載
さ
れ
た
前
月
の
『
女
子
文
壇
』
(
明
治
四
一
年
三
月
一

オ
ー
ル
ド
ミ
ス

日
)
に
は
、
美
知
代
と
同
じ
備
後
在
住
の
《
中
山
八
千
代
》
の
小
説
「
老
嬢
」
が

《
秀
逸
》
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
叩
。
高
等
師
範
出
の
教
員
の
《
自
分
》
は
、

年
末
に
七
年
ぶ
り
に
帰
省
し
た
が
、
妹
の
結
婚
に
浮
か
れ
る
母
や
妹
に
弧
独
感
を

抱
き
、
家
を
飛
び
出
し
て
正
月
を
過
ご
す
こ
と
な
く
戻
っ
て
い
く
内
容
で
あ
る
。

姉
は
三
二
で
、
妹
は
一
九
。
妹
の
縁
談
に
疎
外
さ
れ
た
姉
が
実
家
を
後
に
す
る
と

い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
「
老
嬢
の
告
白
」
士
二
ハ
)
に
そ
の
ま
ま
借
用
さ
れ
て
い
る
。

中
山
八
千
代
「
老
嬢
」
に
は
、
帰
省
し
た
姉
に
向
か
っ
て
、
妹
が
自
分
の
結
婚

準
備
で
退
屈
だ
ろ
う
か
ら
と
雑
誌
を
渡
す
が
、
《
其
雑
誌
の
小
説
欄
に
あ
っ
た

オ
ー
ル
ド
ミ
ス
に
は
、
胸
が
わ
く
ノ
¥
し
た
妹
は
わ
ざ
ノ
¥
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
が
、

見
せ
た
さ
に
持
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
》
と
姉
は
邪
推
す
る
。
《
オ
ー
ル
ド

ミ
ス
》
の
小
説
と
は
、
あ
る
い
は
藤
村
の
「
老
嬢
」
で
あ
ろ
う
か
。
「
老
嬢
」
の

タ
イ
ト
ル
の
小
説
が
目
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
「
老
嬢
」
の
小
説
が
作
ら

れ
、
連
鎖
し
て
い
く
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
《
老
嬢
》
の
素
材
は
、
美
知
代
に
と
っ
て
、
師
の
花
袋
の
友

人
で
、
自
ら
も
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
藤
村
と
、
自
分
と
同
年
代
で
同
郷
の
中
山
八

千
代
と
、
自
身
に
近
い
二
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
《
老
嬢
》
と
い
う
素
材
そ
の
も
の
が
、
人
ご
と
で
は
な
く
、
恋
人
か
ら
遮
断

さ
れ
て
都
落
ち
し
、
煩
悶
し
な
が
ら
も
懸
命
に
習
作
を
書
く
彼
女
自
身
に
と
っ
て

も
、
決
し
て
無
縁
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
《
老
嬢
》
と
は
、
帰
郷
中
の
過
去
だ
け
の
モ
チ
ー
フ
で
は
な
く
「
老

(9 ) 



嬢
の
告
白
」
執
筆
時
現
在
の
美
知
代
に
と
っ
て
も
切
実
な
テ
l
マ
で
あ
っ
た
。
美

知
代
と
静
雄
と
は
、
結
婚
当
初
か
ら
衝
突
を
繰
り
返
し
た
。
二
人
の
新
婚
生
活
を

間
近
で
見
て
い
た
中
山
三
郎
は
、
《
永
代
と
美
知
代
と
の
生
活
は
、
殆
ど
夫
婦
喧

嘩
の
連
続
と
も
云
っ
て
よ
い
、
こ
れ
は
二
人
の
愛
が
熱
烈
で
あ
り
す
ぎ
た
の
と
、

お
互
が
我
佳
で
あ
り
、
そ
こ
へ
女
の
方
が
い
つ
も
気
位
が
高
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
ら

う
》
と
言
い
、
一
例
と
し
て
新
婚
早
々
の
二
人
の
激
し
い
喧
嘩
と
和
解
の
挿
話
を

記
し
て
い
る
(
注
2
②
)
。
《
牛
込
原
町
に
於
け
る
最
初
の
新
世
帯
当
時
ー
ー
と
い

っ
て
も
赤
ん
坊
が
己
に
誕
生
す
ぎ
に
な
っ
た
頃
の
事
》
と
い
う
か
ら
、
千
鶴
子
の

誕
生
が
三
月
二

O
日
で
、
ち
ょ
う
ど
「
老
嬢
の
告
白
」
の
発
表
に
近
い
時
期
の
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
新
婚
夫
婦
の
行
き
違
い
を
テ
l
マ
に
し
て
書
か
れ
た
の
が
、
『
中
央
新
聞
」

に
連
載
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
推
定
・
永
代
美
知
代
作
品
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
で

あ
っ
た
。
以
下
、
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
か
ら
引
用
す
る
。

-
《
何
故
結
婚
し
た
ら
う
、
一
生
恋
で
居
た
方
が
ど
ん
な
に
愉
快
で
、
そ
し

て
美
し
か
っ
た
か
と
残
念
で
ノ
¥
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
》
(
七
)

-
《
全
く
、
そ
ん
な
に
迄
家
庭
の
た
め
に
働
く
の
が
嫌
な
ら
何
故
家
を
持
っ

た
の
か
、
結
婚
し
た
の
か
、
私
腹
が
立
っ
て
ノ
¥
堪
り
ま
せ
ん
の
。
》
(
一

五
)

-
《
「
何
だ
っ
て
結
婚
な
ん
ぞ
し
た
ん
だ
ら
う
、
一
生
結
婚
な
ん
か
し
な
か
っ

た
ら
:
:
:
独
立
し
て
行
け
な
い
事
も
な
か
っ
た
に
、
あ
』
何
故
何
故
:
:
:
」

か
き
む
し
る
や
う
な
気
持
ち
に
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
考
へ
る
と
嫌
で
嫌

で
、
終
に
は
何
故
八
島
と
恋
し
た
か
、
八
島
を
さ
へ
呪
は
し
く
感
じ
る
の

で
し
た
。
》
ご
六
)

新
婚
早
々
に
夫
や
結
婚
に
幻
滅
し
た
妻
の
《
私
》
は
、
繰
り
返
し
な
ぜ
結
婚
し

た
の
か
と
自
問
す
る
。
《
「
何
だ
っ
て
結
婚
な
ん
ぞ
し
た
ん
だ
ら
う
、
一
生
結
婚
な

ん
か
し
な
か
っ
た
ら
:
:
:
」
》
と
い
う
思
い
は
、
た
や
す
く
、
結
婚
し
な
か
っ
た

と
き
の
自
分
、
一
生
独
身
で
い
た
場
合
の
自
分
へ
の
想
像
に
転
じ
る
。
《
老
嬢
》

と
は
、
美
知
代
に
と
っ
て
、
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
も
う
一
人
の
自
分
そ
の
も

の
な
の
だ
。
「
老
嬢
の
告
白
」
と
は
、
人
生
の
分
岐
点
に
お
い
て
、
既
婚
者
で
あ

る
現
在
と
は
異
な
っ
た
選
択
を
し
た
場
合
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
だ
ろ

浄
円
ノ

『
中
央
新
聞
』
に
連
載
小
説
の
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
と
き
に
、
世
間
の
軽
侮

や
先
行
作
品
を
差
異
化
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
先
入
観
を
利
用
し
て
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
と
し
て
も
仕
立
て
、
か
つ
自
身
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
女
性
の
心
理
を
描

き
う
る
存
在
と
し
て
、
《
老
嬢
》
の
モ
チ
ー
フ
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
自
身
の
分
身
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
老
嬢
の
告
白
」
で
は
、
結
婚
せ
ず
《
老

嬢
》
で
あ
る
こ
と
を
《
憤
悔
》
し
つ
つ
も
、
藤
村
や
中
山
八
千
代
の
「
老
嬢
」
と

は
異
な
っ
た
、
平
安
な
境
地
で
作
品
が
閉
じ
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。

同
性
と
風
刺

柄
谷
行
人
は
、
《
隠
す
こ
と
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
告
白
す
る
の
で
は
な
い
。
告

白
す
る
と
い
う
義
務
が
、
隠
す
こ
と
を
、
あ
る
い
は
「
内
面
」
を
作
り
出
す
の
で

あ
る
》
と
言
い
、
そ
れ
に
よ
り
《
「
肉
体
」
が
、
あ
る
い
は
「
性
」
が
見
出
さ
れ

た
》
と
述
べ
る
u
。
ま
た
、
花
袋
の
「
蒲
団
」
を
例
に
と
っ
て
、
《
告
白
・
真
理
・

性
の
三
つ
が
結
合
さ
れ
て
あ
ら
わ
れ
た
》
と
言
う
。
岡
田
美
知
代
は
、
そ
の
花
袋

の
「
蒲
団
」
成
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
単
に
彼
女
の
存
在
が
「
蒲
団
」
の
素
材

と
な
っ
た
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
美
知
代
の
書
い
た
小
説
そ
の
も
の
を
纂
奪

す
る
形
で
「
蒲
団
」
は
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
注
1
⑤)。

そ
し
て
今
度
は
美
知
代
(
と
静
雄
)
が
、
花
袋
の
「
蒲
団
」
の
成
功
の
秘
密

1
l

柄
谷
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
《
告
白
・
真
理
・
性
》
の
三
つ
ー
ー
を
畏
取
し
て
「
老

嬢
の
告
白
」
を
作
っ
て
い
る
。
《
告
白
》
の
語
は
タ
イ
ト
ル
に
そ
の
ま
ま
入
り
、

作
品
目
目
頭
の
(
一
記
者
)
は
、
こ
の
物
語
は
《
空
想
》
で
は
な
く
、
《
事
実
有
の

佳
の
話
》
だ
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
《
老
嬢
》
が
露
骨
に
物
語
る
の
は
、
ー
顔
の

美
醜
に
よ
る
結
婚
と
の
距
離
、
不
実
な
男
と
の
関
係
、
向
性
の
恋
、
年
下
の
男
と

の
恋
、
妹
へ
の
嫉
妬
、
更
年
期
と
い
っ
た
、
精
神
的
・
肉
体
的
な
《
性
》
の
主
題

で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
《
向
性
の
恋
》
を
例
に
と
る
@
「
老
嬢
の
告
白
」
で
、
《
私
》
は
洋

行
し
た
恋
人
か
ら
婚
約
破
棄
の
手
紙
が
届
い
た
あ
と
、
女
学
校
の
同
僚
女
性
と

、‘，，nU
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《
向
性
の
恋
、
女
と
女
と
の
恋
》
に
進
む
ご
六
)
。
《
私
》
は
、
《
「
デ
ヤ
レ
ス

ト
」
》
の
同
僚
女
性
が
、
《
ま
る
で
姉
妹
の
や
う
な
関
係
で
、
私
の
肌
着
の
洗
濯
な

ど
も
、
入
手
に
渡
さ
ず
、
悉
な
自
分
で
為
て
呉
れ
る
の
で
す
》
と
語
る
(
一
八
)
。

こ
う
し
た
《
向
性
の
恋
》
に
つ
い
て
も
、
前
年
に
岡
国
美
知
代
名
で
発
表
し
た

小
説
「
侮
辱
」
(
『
女
子
文
壇
』
明
治
四
一
年
四
月
臨
時
増
刊
、
「
文
壇
の
花
」
特

集
号
で
天
賞
受
賞
)
に
既
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
侮
辱
」
は
、
神
戸
女
学
院
で
親

密
な
同
性
愛
的
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
二
人
の
女
性
が
、
東
京
に
移
っ
て
、
男
性

が
加
わ
る
三
角
関
係
に
陥
っ
た
顛
末
を
、
関
西
方
言
を
交
え
な
が
ら
閤
達
に
描
い

た
佳
作
で
あ
る
。
「
侮
辱
」
で
も
、
清
水
千
香
子
と
山
家
悦
子
と
の
仲
は
親
密
で
、
《
其

頃
学
校
で
は
誰
云
ふ
と
無
く
、
二
人
の
事
を
チ
ヤ
レ
ス
ト
と
呼
び
ま
し
て
、
果
て

は
何
か
忌
は
し
い
、
怪
し
い
関
係
で
あ
る
か
の
や
う
に
云
ふ
ら
す
者
さ
へ
あ
り
ま

し
た
。
実
際
血
を
分
け
た
姉
妹
で
も
よ
も
や
斯
う
ま
で
は
と
思
は
れ
る
位
の
親
密

さ
、
足
袋
か
ら
橋
衿
か
ら
、
洗
濯
物
は
皆
な
お
千
香
さ
ん
が
一
人
で
引
受
け
て
、

虚
言
か
本
当
か
、
肌
に
巻
く
も
の
さ
へ
二
人
は
一
所
だ
と
聞
き
ま
し
た
》
と
説
明

さ
れ
る
守
「
侮
辱
」
も
、
美
知
代
自
身
が
神
戸
女
学
院
で
の
寄
宿
舎
生
活
の
な
か

で
見
聞
し
た
出
来
事
を
利
用
し
な
が
ら
構
成
し
て
い
る
が
、
「
老
嬢
の
告
白
」
は
、

こ
の
自
作
を
取
り
込
み
つ
つ
創
作
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
《
同
性
愛
》
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
タ
l
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
は
、
明
治
四
四
年
七
月
に
新
潟
県
で
起
き
た
東
京
の
女
学
生
同
士
の
入

水
心
中
事
件
か
ら
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
、
《
向
性
の
恋
》
は
新
聞
に

も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
中
央
新
聞
』
で
も
、
「
老
嬢
の
告
白
」
よ
り

や
や
後
で
は
あ
る
が
、
明
治
四
二
年
八
月
三
一
日
に
、
《
女
同
士
の
心
中
》
の
見

出
し
で
千
葉
の
事
件
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
赤
枝
香
奈
子
は
、
一
九
一

0
年
代
の

女
性
作
家
の
描
い
た
女
同
士
の
親
密
な
関
係
を
探
り
、
当
時
、
女
学
校
の
寄
宿
舎

が
〈
同
性
愛
〉
の
《
温
床
》
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
女
同
士
の
親
密
な
関
係
の
う

ち
、
《
「
病
的
友
愛
」
は
も
っ
ぱ
ら
女
学
生
同
士
の
「
仮
の
同
性
愛
」
と
し
て
、
「
病

的
肉
欲
」
は
男
性
化
し
た
女
性
に
よ
る
「
真
の
同
性
愛
」
と
し
て
認
識
》
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
前
者
が
問
題
に
さ
れ
、
後
者
は
矯
正
不
可
能
と
し
て
不

可
視
化
さ
れ
た
と
述
べ
る
リ

「
老
嬢
の
告
白
」
で
、
《
向
性
の
恋
》
は
、
女
学
校
の
寄
宿
舎
に
い
る
《
西
洋

婦
人
》
か
ら
広
ま
っ
た
と
さ
れ
、
な
か
に
は
結
婚
し
て
夫
を
持
っ
て
も
《
婦
人
宣

教
師
》
と
の
肉
体
関
係
を
続
け
る
女
性
も
い
る
と
い
っ
た
挿
話
が
紹
介
さ
れ
る
。

《
私
》
は
、
《
向
性
の
恋
》
は
、
女
学
校
の
寄
宿
舎
に
は
必
ず
行
な
わ
れ
る
《
悪

風
》
だ
と
評
価
し
、
学
校
に
よ
っ
て
「
イ
l
チ
、
ラ
ヴ
」
コ
ア
ヤ
レ
ス
ト
」
「
ペ
ッ

ト
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
と
も
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
(
二
ハ
)
の
末
尾
で
自
身
が

《
向
性
の
恋
》
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
あ
と
、
(
一
七
)
で
、
《
私
》
は
、
《
向

性
の
恋
》
を
、
女
が
長
い
独
身
生
活
で
《
不
自
然
な
節
制
》
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

《
変
成
男
子
的
の
女
》
に
な
る
か
ら
だ
と
理
由
づ
け
る
。
赤
枝
の
い
う
「
病
的
肉

欲
」
に
相
当
し
よ
う
。
つ
づ
く
(
一
七
)
は
組
版
に
不
自
然
な
空
白
箇
所
が
多
い
。

「
情
の
満
足
」
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
、
空
白
部
分
の
直
後
に
は
《
情
の
欠
陥

も
補
は
れ
る
》
と
あ
り
、
新
聞
社
の
自
主
規
制
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
具
体
的
な

性
愛
行
為
が
描
か
れ
た
箇
所
の
活
字
が
、
印
刷
直
前
に
抜
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な

し
V

た
だ
、
『
青
鞘
』
以
前
に
同
性
愛
を
表
象
し
た
「
老
嬢
の
告
白
」
の
先
駆
性
は

評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
同
世
代
の
岡
村
俊
子
が
、
少
し
後
に
「
あ
き
ら
め
」

(
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
四
四
年
一
月

1
三
月
)
や
「
悪
寒
」
(
『
文
章
世
界
』

大
正
元
年
一

O
月
)
な
ど
で
女
性
同
士
の
関
係
を
積
極
的
に
描
い
た
よ
う
な
姿
勢

は
、
美
知
代
に
は
な
い
。
作
品
大
尾
で
、
《
私
》
は
、
《
幸
に
之
れ
ま
で
、
色
々
の

誘
惑
に
会
ひ
ま
し
た
け
れ
共
、
女
と
し
て
の
貞
操
を
、
肉
体
の
上
だ
け
で
は
取
り

止
め
て
来
た
事
を
、
せ
め
て
も
の
満
足
と
も
思
っ
て
居
り
ま
す
》
(
四
三
)
と
、

女
性
同
性
愛
は
性
愛
だ
と
は
認
め
て
お
ら
ず
、
「
老
嬢
の
告
白
」
の
語
り
手
は
あ

く
ま
で
も
異
性
愛
を
正
常
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
女
性
同
士
の
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
な
関
係
に
よ
る
救
済
の
可
能
性
も

示
さ
れ
た
上
で
、
一
種
の
女
学
生
文
化
と
し
て
の
《
向
性
の
恋
》
が
早
い
時
期
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
読
者
の
興
味
関
心
も
引
い
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

)
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同
美
知
代
の
モ
チ
ー
フ
と
風
刺
、
新
聞
小
説

「
老
嬢
の
告
白
」
に
は
、
ほ
か
に
も
美
知
代
作
と
し
て
の
刻
印
を
見
い
だ
す
こ

と
が
容
易
で
あ
る
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
ク
ー
ル

ま
ず
出
身
地
が
広
島
の
田
舎
の
豪
家
の
生
れ
で
、
宗
教
学
校
の
女
学
校
で
教
育

を
受
け
、
寄
宿
舎
生
活
を
送
る
こ
と
。
洋
行
す
る
恋
人
は
、
神
戸
の
学
院
の
出
身

で
、
そ
の
郷
里
は
広
島
の
《
備
後
の
山
奥
》
で
あ
る
。
広
島
、
神
戸
、
京
都
、
東

京
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
美
知
代
(
や
静
雄
)
の
生
活
圏
を
利

用
し
な
が
ら
小
説
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。

洋
行
す
る
前
に
実
家
に
暇
乞
い
に
い
く
と
話
し
て
い
た
恋
人
が
、
実
は
故
郷
に

許
婚
が
い
た
と
い
う
設
定
な
ど
は
、
美
知
代
が
強
く
影
響
を
受
け
て
い
た
小
栗
風

葉
「
青
春
」
を
想
起
さ
せ
よ
う
(
注
l
⑤)。

ま
た
、
《
老
嬢
》
の
モ
チ
ー
フ
に
、
恋
愛
事
件
で
帰
郷
さ
せ
ら
れ
た
時
期
の
美

知
代
の
疎
外
さ
れ
た
感
覚
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
ほ
か
に

も
美
知
代
と
静
雄
の
恋
愛
事
件
が
反
映
し
て
い
る
。
女
学
校
の
寄
宿
舎
が
火
事
に

あ
い
、
《
私
》
は
知
人
の
未
亡
人
宅
の
二
階
に
寄
宿
す
る
こ
と
に
な
る
(
八
)
。
と

こ
ろ
が
こ
の
未
亡
人
が
嫉
妬
深
く
、
《
私
》
と
恋
人
と
の
仲
を
邪
魔
だ
て
す
る
。

《
私
》
は
《
堅
固
な
簡
に
入
れ
ら
れ
た
や
う
》
で
、
外
出
の
際
に
も
下
女
が
つ
け

ら
れ
、
手
紙
の
送
り
先
や
内
容
も
詮
索
さ
れ
る
。
未
亡
人
は
《
私
》
の
恋
を
勘
づ

き
、
《
若
い
男
女
の
交
際
は
危
険
》
だ
か
ら
と
名
指
し
で
忠
告
す
る
。

《
最
後
に
は
府
痛
を
生
し
ま
し
て
、
「
私
の
忠
告
が
聞
け
な
け
れ
ば
お
気
の
毒

だ
が
お
世
話
は
で
き
ま
せ
ん
、
そ
れ
許
り
で
な
い
私
は
公
然
貴
女
の
行
為
を

発
表
す
る
」
と
侮
辱
に
も
程
の
あ
る
人
困
ら
せ
を
初
め
た
の
で
す
、
今
の
私

な
ら
ば
、
「
あ
ら
然
う
で
す
か
」
位
で
ず
ん
ル
¥
そ
ん
な
家
を
出
て
了
っ
た

の
で
せ
う
が
其
の
頃
は
始
終
胸
の
痛
さ
に
悩
む
処
女
気
で
し
た
。
口
惜
し
い

と
は
思
ふ
の
で
し
た
が
、
弁
解
も
出
来
ず
反
抗
も
出
来
ず
泣
い
て
黙
っ
て
、

謹
慎
を
誓
は
せ
ら
れ
ま
し
た
》
(
九
)

こ
の
、
自
分
の
忠
告
を
聞
か
な
け
れ
ば
公
表
す
る
と
い
う
未
亡
人
の
発
言
は
、

明
ら
か
に
、
美
知
代
の
恋
愛
事
件
に
際
し
て
花
袋
が
と
っ
た
監
督
者
と
し
て
の
抑

圧
的
な
態
度
や
「
蒲
田
」
に
公
表
し
た
作
家
姿
勢
へ
の
風
刺
で
あ
ろ
う
。
前
項
で

も
触
れ
た
小
説
「
侮
辱
」
で
も
、
女
性
二
人
、
男
性
一
人
の
三
角
関
係
に
お
い
て
、

年
長
女
性
の
年
下
女
性
へ
の
抑
圧
的
な
態
度
に
は
明
ら
か
に
花
袋
が
調
刺
さ
れ
て

い
た
。
監
督
者
で
あ
る
こ
と
を
た
て
に
と
っ
た
師
の
態
度
を
、
《
侮
辱
》
と
し
て

と
ら
え
、
年
長
の
女
性
に
投
影
し
て
風
刺
す
る
と
い
っ
た
手
法
を
、
「
老
嬢
の
告

白
」
で
も
継
承
し
て
い
る
。

関
礼
子
は
、
《
連
載
形
式
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
一
回
ご
と
の
山
場
の
設
定
と

次
回
へ
の
興
味
の
接
続
》
だ
と
指
摘
す
る
守
「
老
嬢
の
告
白
」
は
、
《
告
白
・
真

理
・
性
》
に
よ
っ
て
組
み
立
て
る
と
と
も
に
、
新
聞
小
説
の
セ
オ
リ
ー
に
の
っ

と
っ
て
、
各
回
の
末
尾
を
次
回
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
、
大
衆
の
興
味
を

引
き
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
小
栗
風
葉
「
青
春
」
や
小
杉
天
外
「
魔
風
恋
風
」

と
い
っ
た
新
聞
小
説
を
読
ん
で
い
た
美
知
代
に
と
っ
て
、
無
署
名
と
は
い
え
新
関

連
載
を
書
く
こ
と
は
魅
力
的
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
恋
愛
事
件
に
よ
っ
て
帰
郷

さ
せ
ら
れ
て
い
た
時
期
の
無
為
の
思
い
、
仕
事
・
文
学
に
生
き
る
の
だ
と
思
い
つ

つ
も
、
煩
悶
し
て
い
た
時
期
の
自
身
を
《
老
嬢
》
の
な
か
に
投
影
し
つ
つ
、
エ
ン

タ
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
組
み
立
て
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

的
読
者
の
反
応

最
後
に
、
参
考
と
し
て
、
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た

応
を
記
し
て
お
く
。

連
載
中
に
「
某
博
士
談
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
(
七
月
七
日
)
、
連
載

終
了
後
に
(
一
記
者
)
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
記
事
が
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
る
。

こ
の
他
、
読
者
投
稿
の
《
婦
人
倶
楽
部
》
に
、
何
度
か
「
老
嬢
の
告
白
」
や

《
老
嬢
》
に
関
す
る
短
い
感
想
が
掲
載
さ
れ
る
。

-
《
小
説
家
の
お
書
き
に
な
る
女
は
何
故
皆
お
若
い
方
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
ん

で
せ
う
、
年
歯
の
ゆ
か
ぬ
女
学
生
や
令
嬢
よ
り
も
更
に
幾
倍
も
幾
十
倍
も

辛
き
経
験
を
嘗
め
て
浮
世
の
波
風
に
探
ま
れ
て
来
た
女
の
方
が
余
程
複
雑

で
趣
味
も
多
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
(
京
都
、
円
山
糸
子
)
》
(
六
月
二

O
日
)

・
《
老
嬢
の
告
白
の
主
人
公
は
何
ん
な
御
方
で
せ
う
、
皆
さ
ん
、
当
て
』
見

ゃ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
自
身
に
は
頻
り
に
不
器
量
の
や
う
に
嘆
い
て

「
老
嬢
の
告
白
」

に
関
す
る
反
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被
居
し
ゃ
る
が
細
面
の
目
鼻
立
の
劃
然
し
た
そ
し
て
難
を
い
へ
ば
生
際
の

椅
麗
で
な
い
稀
渋
味
が
』
っ
た
色
の
方
と
思
ひ
ま
す
(
麻
布
小
林
米
子
)
》

(
六
月
二
五
日
)

-
《
老
嬢
の
告
白
を
読
ん
で
昔
の
恋
と
今
の
恋
と
の
相
違
が
わ
か
り
ま
し
た
。

老
嬢
の
主
人
公
は
い
つ
も
周
囲
か
ら
動
い
て
ま
す
の
ね
。
だ
が
お
気
の
毒

だ
わ
(
京
橋
も
』
代
)
》
(
六
月
一
一
六
日
)

-
《
私
は
老
嬢
の
告
白
の
女
主
人
公
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
恥
し
な
が
ら

大
の
醜
婦
な
ん
で
す
。
ど
う
か
し
て
美
人
に
な
り
度
い
と
思
ひ
ま
す
が
、

美
顔
術
は
多
少
の
効
能
が
御
座
い
ま
せ
う
か
(
深
川
醜
女
)
》
(
六
月
二
七

日
)

-
《
老
嬢
の
告
白
婦
人
は
知
何
な
る
御
性
質
の
御
方
な
る
や
其
恋
人
は
実
に

無
情
の
御
方
と
御
推
察
申
升
私
も
我
身
に
つ
ま
さ
れ
日
々
読
み
な
が
ら
涙

が
出
升
出
来
ま
す
な
ら
ば
一
度
御
面
会
致
し
度
存
じ
升
(
愛
情
女
の
一

人
)
》
(
七
月
三
日
)

-
《
老
嬢
の
告
白
を
読
み
ま
す
と
、
頻
り
に
独
身
嘆
が
聞
え
ま
す
が
、
私
は

男
で
も
女
で
も
独
身
に
限
る
と
思
ひ
ま
す
、
独
身
の
幸
福
と
自
由
と
は
決

し
て
家
庭
に
束
縛
さ
れ
た
人
の
知
ら
ぬ
処
で
す
(
千
駄
ヶ
谷
ま
す
み
)
》

(
七
月
四
日
)

-
《
確
か
と
し
た
信
念
か
ら
絶
対
的
に
一
生
を
老
嬢
で
押
し
通
せ
た
な
ら
或

は
結
構
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
世
間
に
は
家
庭
の
人
と
な
り
て
究
屈
な
る
束

縛
を
受
く
る
が
嫌
や
さ
に
寧
し
ろ
浮
た
生
活
を
し
て
面
白
可
笑
く
暮
ら
し

て
見
た
い
な
ぞ
と
と
ん
で
も
な
い
独
身
主
義
を
振
り
ま
は
す
お
方
が
あ
る

か
ら
随
分
滑
稽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
千
駄
ヶ
谷
の
ま
す
み
さ
ん
と
や
ら
お

耳
が
痛
く
は
な
く
っ
て
(
京
橋
は
る
子
)
》
(
七
月
一

O
日
)

-
《
記
者
様
、
愈
々
「
老
嬢
の
告
白
」
も
終
り
ま
し
た
ね
。
私
は
毎
日
々
々

あ
れ
丈
け
を
切
り
抜
い
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
ブ
ッ
ク
に
張
り
付
け
ま
し
た
が

最
後
の
日
の
分
を
張
っ
た
夜
、
又
々
初
め
か
ら
繰
回
し
て
拝
読
致
し
ま
し

た
。
す
る
と
女
主
人
公
四
十
何
年
間
の
悌
が
明
陳
と
眼
の
前
に
浮
ん
で
、

其
夜
一
夜
は
患
う
し
て
も
睦
れ
ま
せ
ん
で
し
た
(
麻
布
の
少
女
)
》
(
八
月

一
四
日
)

・
《
「
老
嬢
の
告
白
」
色
々
と
身
に
つ
ま
さ
れ
る
こ
と
在
は
し
泌
々
と
拝
見
仕

候
。
「
家
庭
教
師
日
記
」
の
現
は
る
』
日
を
相
待
ち
居
り
候
(
信
州
軽
井

沢
の
客
)
》
(
同
)

編
集
サ
イ
ド
に
よ
る
創
作
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
読
者
は
こ
の
「
老

嬢
の
告
白
」
に
人
生
の
諸
相
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

岡
田

(
永
代
)

著
作
リ
ス
ト

美
知
代

本
稿
末
尾
に
岡
岡
(
永
代
)
美
知
代
の
著
作
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田
(
永
代
)
美
知
代
研
究

(
2
)
|著
作
の
概
要
」
(
注

l
②
)
に
掲
載
し
た
著
作
リ
ス
ト
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た

『
中
央
新
聞
』
掲
載
の
作
品
な
ど
、
前
稿
発
表
以
後
の
調
査
や
ご
教
示
に
よ
っ
て

新
た
に
判
明
し
た
作
品
を
加
え
た
。
『
中
央
新
聞
」
や
『
富
山
日
報
』
に
は
、
ほ

か
に
も
無
署
名
な
が
ら
美
知
代
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
記
事
や
読
物
も
あ
っ

た
が
、
確
証
が
も
て
な
い
も
の
は
本
リ
ス
ト
に
は
登
載
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
検

討
を
続
け
た
い
。

作
業
の
結
果
、
判
明
し
た
美
知
代
の
作
品
数
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
(
二

O

一
三
年
一
月
末
日
現
在
)
。

E 

著
書
・
・
・
・
・
・
六
冊

-
単
著
:
:
:
五
冊

2

共
著
:
:
:
一
冊

※
ほ
か
に
、
美
知
代
に
よ
る
代
作
の
可
能
性
が
あ
る
書
籍
一
冊

新
聞
雑
誌
掲
載
作
品
:
:
:
二

O
九
作
品

(
掲
載
誌
・
掲
載
時
期
未
詳
の
も
の
、
現
物
未
見
の
も
の
を
含
む
。
本

文
が
掲
載
さ
れ
ず
、
講
評
に
よ
り
発
表
の
事
実
の
み
が
知
ら
れ
る
作

品
は
、
リ
ス
ト
に
は
加
え
た
が
、
カ
ウ
ン
ト
は
し
て
い
な
い
。
)

生
前
未
発
表
原
稿
:
:
:
一
二
作
品

(
う
ち
、

翻
訳
二
冊
)

E 
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本
リ
ス
ト
は
最
終
版
で
は
な
い
。
今
後
も
調
査
を
続
け
、
新
た
に
発
見
・
確
認

し
た
作
品
を
リ
ス
ト
に
加
え
て
更
新
す
る
予
定
で
あ
る
。
美
知
代
に
関
す
る
情
報

や
資
料
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1注

美
知
代
に
関
す
る
拙
稿
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

「
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田
(
永
代
)
美
知
代
研
究
(
1
)
|
研
究
の
現
状

と
課
題
」
(
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
三
九
、
二

O
一
一
年
三
月
)

「
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田
(
永
代
)
美
知
代
研
究

(
2
)
1著
作
の
概
要
」

(
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
七
一
、
二

O
一
一
年
一
二
月
)

「
〈
資
料
翻
刻
)
永
代
美
知
代
「
国
木
田
独
歩
の
お
の
ぶ
さ
ん
」
」
(
『
内
海
文

化
研
究
紀
要
』
四

O
、
二

O
一
二
年
三
月
)

「
〈
地
域
性
〉
を
め
ぐ
る
攻
防
|
岡
田
(
永
代
)
美
知
代
と
間
山
花
袋
の
描

く
ロ

l
カ
リ
テ
イ
」
(
『
近
代
文
学
試
論
』
玉

O
、
二

O
一
二
年
一
一
一
月
)

「
〈
作
者
〉
を
め
ぐ
る
攻
防
|
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
と
岡
田
美
知
代
の
小
説
」

(
『
日
本
近
代
文
学
』
八
八
、
二

O
一
三
年
五
月
)

美
知
代
と
静
雄
の
動
向
に
関
し
て
は
、
主
に
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

広
岡
卓
三
『
永
代
静
雄
伝
』
(
さ
っ
き
句
会
、
一
九
五
九
年
)

清
岡
啓
子
「
資
料
紹
介
花
袋
「
縁
」
中
の
一
モ
デ
ル
の
証
言
」
(
『
駒
沢
短

大
国
文
』
一

O
、
一
九
八

O
年
三
月
)

『
永
代
静
雄
展
ー
も
う
一
人
の
『
蒲
団
』
の
モ
デ
ル
」
(
岡
山
花
袋
記
念
館
、

一
九
九
一
年
)

『
岡
山
花
袋
記
念
館
研
究
叢
書
第
二
巻
『
蒲
団
』
を
め
ぐ
る
書
簡
集
』
(
館

林
市
、
一
九
九
三
年
)

大
西
小
生
『
「
ア
リ
ス
物
語
巴
「
黒
姫
物
語
」
と
そ
の
周
辺
』
(
ネ
ガ
!
ス
タ

ジ
オ
、
二

O
O七
年
)

小
谷
野
敦
「
「
岡
田
美
知
代
と
花
袋
「
蒲
団
」
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
研
究
』

三
八
、
二

O
O
八
年
一
一
月
)

① ② ③ ④ ⑤ ②①  ③ ④ ⑤ ⑥ 

吉
川
豊
子
「
永
代
美
知
代
」
・
守
本
祐
子
「
略
年
譜
」
(
「
〔
新
編
〕
日
本
女
性

文
学
全
集
第
三
巻
』
菩
柿
堂
、
二

O
一
一
年
)

花
袋
の
「
蒲
団
」
成
立
の
過
程
と
美
知
代
の
書
き
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

注
1
⑤
の
拙
稿
参
照
。

4

『
中
央
新
聞
』
は
現
存
せ
ず
、
社
史
も
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、

次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

①
『
新
聞
総
覧
』
明
治
四
三
年
版
(
日
本
電
報
通
信
社
、
一
九
一

O
年
二
一
月

↓
復
刻
版
、
大
空
社
、
一
九
九
一
年
)

②
西
団
長
寄
「
東
京
都
新
聞
史
そ
の
二
明
治
後
期
」
(
『
地
方
別
日
本
新
聞

史
』
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
五
六
年
)

③
山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
」
(
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一

年
)

④
大
西
林
五
郎
、
宍
戸
啓
一
『
日
本
新
開
発
展
史
〈
明
治
・
大
正
編
〉
』
(
樽
書

房
、
一
九
九
五
年
)

⑤
春
原
昭
彦
『
日
本
新
開
通
史
四
訂
版
』
(
新
泉
社
、
二

O
O
三
年
)

5

明
治
四
二
年
八
月
三
日
の
《
婦
人
倶
楽
部
》
に
は
、
《
当
欄
の
投
書
は
日
々

ふ
へ
る
一
方
で
編
輯
に
忙
し
い
時
な
ど
取
捨
に
甚
だ
困
り
ま
す
、
ど
う
ぞ
皆
さ

ん
は
成
る
可
く
書
く
こ
と
を
簡
単
に
し
て
要
領
を
挙
げ
そ
し
て
他
人
の
悪
口
な

ど
せ
ぬ
や
う
に
願
ひ
ま
す
、
そ
う
で
な
い
と
折
角
の
御
投
書
も
投
書
に
し
ま
す

よ
、
(
掛
り
)
》
と
い
う
注
意
書
き
が
載
り
、
こ
の
時
点
で
は
投
書
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

6

作
品
完
結
後
八
月
二
一

s
一
四
日
の
フ
ォ
ロ
ー
記
事
コ
老
嬢
の
告
白
」
に

現
は
れ
た
る
教
訓
」
(
《
一
記
者
》
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
永
代
静
雄
の
執
筆
に

よ
る
)
で
は
、
《
前
後
約
六
十
日
、
五
十
回
を
超
ゆ
る
の
大
長
篇
と
な
り
ま
し

た
》
と
書
か
れ
て
い
る
。
論
者
が
閲
覧
し
た
国
会
図
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
リ
l
ル

に
は
欠
頁
も
あ
っ
た
の
で
、
あ
る
い
は
今
回
の
紹
介
が
作
品
の
総
て
で
は
な
い

可
能
性
も
あ
る
も
の
の
、
玉

O
回
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

7

中
山
三
郎
に
つ
い
て
は
、
注
2
①
②
の
ほ
か
、
羽
原
清
雅
「
続
・
あ
る
編
集

者
の
軌
跡
!
「
中
山
泰
昌
(
三
郎
ご
の
豊
か
な
苦
闘
」
(
『
帝
京
社
会
学
』
二

⑦ 

(14 ) 



二
、
二

O
O九
年
三
月
)
参
照
。

B

大
西
小
生
は
、
美
知
代
と
静
雄
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義
の
作
が
相
手
の
作
で
あ
る

可
能
性
や
、
合
作
の
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
(
注
2
⑤)。

9

金
子
明
雄
は
、
こ
の
小
説
が
《
欲
望
を
精
神
と
肉
体
に
文
節
し
、
そ
の
両
立

不
可
能
性
に
悲
劇
の
根
拠
を
見
出
す
》
と
概
括
す
る
と
と
も
に
、
結
婚
か
独
身

か
と
い
う
こ
者
選
択
し
か
で
き
な
い
こ
の
時
代
の
知
識
人
女
性
の
お
か
れ
た
社

会
状
況
と
、
い
ず
れ
を
選
ん
で
も
幸
福
に
な
る
可
能
性
が
な
い
物
語
展
開
を
指

摘
す
る
(
「
「
老
嬢
」
と
明
治
三

0
年
代
に
お
け
る
性
欲
の
モ
チ
ー
フ

I島
崎
藤

村
の
小
説
表
現
W
」
(
『
研
究
紀
要
」
日
本
大
学
文
理
学
部
)
六
て
二

O
O
一

年
一
月
)
。

叩
翌
月
の
『
女
子
文
壇
』
明
治
四
一
年
四
月
臨
時
増
刊
の
「
文
壇
の
花
」
特
集

号
に
は
、
美
知
代
の
「
侮
辱
」
が
《
天
賞
》
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
中
山
八
千

代
作
の
「
老
嬢
」
が
掲
載
さ
れ
た
三
月
号
に
は
、
そ
の
「
文
壇
の
花
」
の
募
集

要
項
も
あ
り
、
美
知
代
は
確
実
に
同
号
に
目
を
通
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

日
『
定
本
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
「
告
白
と
い
う
制
度
」
(
岩
波
現
代
文
庫
、

ニ
O
O八
年
)

ロ
女
学
校
に
お
け
る
《
デ
ヤ
レ
ス
ト
》
に
つ
い
て
は
、
後
年
の
「
秋
立
っ
こ
ろ
」

(
『
希
望
』
大
正
四
年
一
二
月

1
五
年
一
月
)
で
も
書
か
れ
て
い
る
。
《
四
十
に

近
い
鎌
倉
教
頭
は
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
に
有
り
勝
ち
な
、
兎
角
美
し
い
秀
才
の
少
女

を
好
ん
で
、
従
来
寮
生
達
か
ら
種
々
の
噂
を
立
て
ら
れ
た
》
人
物
で
あ
っ
た
が
、

主
人
公
の
少
女
を
熱
愛
し
て
《
デ
ヤ
レ
ス
ト
》
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

も
、
女
学
校
に
お
け
る
女
性
教
員
を
軸
に
し
た
女
性
同
士
の
関
係
を
示
し
た
作

の
一
つ
で
あ
る
。

日
赤
枝
香
奈
子
『
近
代
日
本
に
お
け
る
女
同
士
の
親
密
な
関
係
』
(
角
川
学
芸

出
版
、
二

O
一
一
年
)

M

『
一
葉
以
後
の
女
性
表
現
|
文
体
・
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ェ
ン
ダ
l
』
「
文
体
の
端

境
期
を
生
き
る
」
(
翰
林
書
房
、
ニ

O
O
三
年
)

付
記本
稿
は
、

J
S
P
S
科
研
費
(Nω
印

N
O
N
N
吋
)
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

岡
田
(
永
代
)
美
知
代
作
だ
と
推
定
さ
れ
る
作
品
の
公
開
を
、
著
作
権
継
承
者

に
お
許
し
い
た
だ
い
た
。

本
稿
執
筆
と
美
知
代
の
著
作
リ
ス
ト
作
成
に
あ
た
り
、
府
中
市
上
下
歴
史
文
化

資
料
館
(
広
島
県
)
、
岡
山
花
袋
記
念
文
学
館
(
群
馬
県
館
林
市
)
、
守
本
祐
子
氏
、

原
博
巳
氏
、
大
西
小
生
氏
か
ら
、
資
料
提
供
・
閲
覧
・
教
示
な
ど
多
く
の
援
助
を

賜
っ
た
。
共
同
研
究
者
の
遠
藤
伸
治
氏
・
瀬
崎
圭
二
氏
か
ら
も
助
言
を
い
た
だ
き
、

本
学
大
学
院
生
で
あ
っ
た
慮
氷
・
井
本
ま
ど
か
・
板
倉
大
貴
の
各
氏
に
は
雑
誌
調

査
と
複
写
資
料
整
理
の
作
業
補
助
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
本
学
図
書
館
を
は
じ
め
、
広
島
県
立
図
書
館
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
、

広
島
県
府
中
市
立
図
書
館
上
下
分
室
、
神
戸
女
学
院
大
学
図
書
館
、
同
史
料
室
、

広
島
女
学
院
大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
国
際
児
童
文
学
館
、
お
茶
の
水
図
書
館
、
東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌

文
庫
、
日
本
新
聞
博
物
館
新
聞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
三
康
図
書
館
、
東
京
都
立
図
書

館
(
多
摩
、
日
比
谷
)
、
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
に
お
い
て
、
資
料
閲
覧
や
レ
フ
ア

レ
ン
ス
の
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。

各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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表 1 岡田(永代)美知代著作リスト

出版社名/ 上
西暦 年月 日

発表雑誌
巻号 題 名 発表名 下 備 考

町

1 -1 著書(単著)

111917 大正6年11月28日 科外教育叢 花ものがたり 永代美知代 短編集

書刊行会

211917 大lE6年7月31日 科外教育叢 ケーザノレ 永代美知代

書刊行会

311918 大正7年 2月25日 科外教育叢 世界のニ聖 永代美知代

書刊行会

411923 大正12年12月8日 誠文堂 奴隷トム アンクルト 永代美知代 翻訳・ストウ夫人原著

ムスケビン

511924 大正13年 5月21日 誠文堂 愛と真実 ジョン・ 永代美知代 翻訳・ミューラック夫

ノ、リファックス 人原著

1 -2 著書(共著)

111924大正13年5月8日春洋社 文芸協会編熱筆名著選集 永代美知代 全5篇のうち、美知代
執筆は f朝日)11春葉のな
さぬ仲j

1 -3 箸書(代作?)

111915 大正4年7月12日 中山春秋社 ニコニコ式処世法 牧野克次郎 美知代による代作か?
中山三郎の証言 (r花
袋「縁」中のーモデル
の証言J)

n-1 新聞雑誌掲載作品

111902 明治35年5月10日 中学世界 5巻 6号 梅 岡田ニ米 A和歌

211902 明治35年6月 1日 中学世界 5巻7号 暮春 岡田道代 ム和歌

311902 明治35年6月1日 中学世界 5巻7号 ほたる 岡田美那子 A和歌

411902 明治35年9月 l日 中学世界 5巻11号 露 巌谷涙子 ム和歌

511903 明治36年 1月 1日 中学世界 6巻 l号 小使 岩谷敏雄 A好f青文

611906 明治36年 1月 1日 中学世界 6巻 1号 月 岡田道代 ム和歌

711903 明治36年2月10日 中学世界 6巻2号 梅 岡田紫蓑 A和歌

811903 明治36年3月 1日 中学世界 6巻3号 春の歌 岡田涙 l::，.和歌

911903 明治36年3月10日 中学世界 6巻4号 暮春の歌 岡田良鏡 A和歌

10 1903 明治36年4月10日 中学世界 6巻5号 戦死者の児を見て 岡団長鏡 ム和歌

11 1903 明治36年4月10日 中学世界 6巻 5号 渡良瀬の辺りを思ひて 岡田美知代 A和歌

12 1903 明治36年6月20日 中学世界 6巻 8号 五月雨 岡田紫野 A和歌

1113 4 
1903 
明明治治3367年年47 月月1100 日日

中学世界 6巻5号 霞 岡田良鏡 ム和歌

(無題)いたで負ひし~ 岡田美知代 l::，.和歌1904 中学世界 7巻9号

1904 明治37年7月10日 中学世界 7巻 9号 友達 岡田美知代 l::，.叙事文 * 
15 1904 明治37年8月10日 中学世界 7巻10号 (無題)何となくさびし 岡田高寿代 A和歌

き恩ひ~

16 1904 明治37年10月10日 中学世界 7巻13号 (無題)しめやかに平家 岡悶美知代 ム和歌

を~
1904 明治37年12月10日 中学世界 7巻16号 雑種子 岡田刈萱 A叙事文 * 
1904 明治37年12月10日 中学世界 7巻16号 この死 岡田刈萱 A好情文 * 
17 1905 明治38年2月 1日 女子文壇 1巻2号 溝萩 岡田刈萱 A 

18 1905 明治38年2月1日 女子文壇 l巻 2号 捌蝶の賦 岡田刈萱 A新体詩

1905 明治38年 3月10日 中学世界 8巻3号 白羽箭 岡田美千代 A叙事文 * 

け;1905 明治38年5月10日日 中学世界 8巻6号 わが運命 岡田美知代 l::，. 

文章世界 l巻 1号 戦死長家 菜女史 A懸賞小説1906 明治39年3月15

21 1906 明治39年4月 1日 新声 14縞4号 雪 美知代

22 1906 明治39年6月 1日 新戸 14編6号 長女 岡田美知代

23 1906 明治39年7月15日 文庫 32巻 1号 お須磨 美知代

24 1906 明治39年8月25日 新潮 5巻 2号 文から 美知代
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25 1906 明治39年9月 1日 新芦 15編 3号 下賀茂の森 美知代

26 1906 明治39年9月25日 実業之横浜 3巻 2号 祝辞 美知代 A 

27 1906 明治39年9月25日 実業之横浜 3巻 2号 鹿の色 美知代 A 

28 1906 明治39年9月25日 実業之横浜 3巻 2号 梅屋の一階 (無署名) ム

29 1906 明治39年10月 1日 文墓倶楽部 12巻13号 森の黄昏 美知代 日次は『岡田美知代J.
内容は「下賀茂の森』
に同じ

30 1906 明治39年10月25日 実業之横浜 3巻 3号 栴屋の一階 美知代 A 

31 1906 明治39年11月25日 実業之横浜 3巻 4号 梅屋の一階 美知代 A 

32 1906 明治39年12月 1日 文整倶楽部 12巻16号 姑ご〉ろ 岡田美知代

33 1906 明治39年12月15日 新潮 5巻 6号 里居 美知代 目次は「美千代J

34 1907 明治40年 1月 1日 新声 16編 l号 家庭 美知代

35 1907 明治40年 1月10日 実業之横浜 3巻 6号 不孝児 美知代 A 

36 1907 明治40年2月10日 実業之横浜 3巻 7号 不孝児 美知代 A 

1907 明治40年2月15日 文章世界 2巻 2号 キーチャン 岡田美知代 .6* 

1907 明治40年2月15日 文章世界 2巻 2号 移転 岡田美知代 .6* 

37 1907 明治40年2月25日 実業之横浜 3巻 8号 狼の権ニ 美知代 ム

38 1907 明治40年3月 1日 新芦 16編 3号 能行燈 美知代

39 1907 明治40年3月14日 群馬新聞 その日/¥ 刈萱 未確認

1907 明治40年4月15日 文章世界 2巻 5号 でこ市 岡田美知代 .6* 

40 1907 明治40年4月 1日 新声 16編4号 わか草処女の日記より 岡田美知代 目次は「わか草J

41 1907 明治40年4月13日 山鳩 39 虫官 美知代 目次は「岡田美知代J

42 1907 明治40年5月 1日 新芦 16編5号 御おとづれ 美知代

43 1907 明治40年5月20日 新潮 6巻 5号 《想、苑》狼の権(翻訳 岡田美知代 目次は「狼の権岡田|

小説)ツノレグーネフ 美知代J

44 1907 明治40年5月25日 実業之横浜 3巻12号 閑窓漫筆 美知代 目次は「岡田美知代j

45 1907 明治40年5月30日 実業之横浜 4巻 1号 耶蘇校長 岡田美知代

46 1907 明治40年6月10日 山鳩 40 蛇 岡田美知代

47 1907 明治40年6月15日 文庫 34巻4号 その月その日 岡田美知代

48 1907 明治40年6月15日 文章世界 2巻 7号 一本榎 岡田美知代 目次は「岡田美千代1

49 1907 明治40年7月 1日 新声 17編 l号 亀さ 岡田美知代

50 1907 明治40年7月5日 女学世界 7巻10号 机上の花 刈萱女

ほ}1907 明明治治4400年年170月月115 日日 文章世界 127巻編84 号号 u、とこ 岡田美知代 目次は「岡岡美千代J

新芦 土手三番町
一ーーーーー------一一

1907 岡田美知代子

53 1907 明治40年10月15日 新潮 7巻 4号 『蒲団』について 横山よし子 作者名の前に「蒲団の
ヒロインj と小書き.
目次は『蒲団について」

54 1907 明治40年10月15日 実業之横浜 4巻11号 夢現 岡田美知代

55 1908 明治41年 2月 1日 文章世界 3巻 2号 紋附 岡田美知代 岡山花袋選『会話j地
賞

56 1908 明治41年4月15日 女子文壇 4年 6号 侮辱 岡田美知代 天賞

57 1908 明治41年4月15日 文章世界 3巻 5号 日記の内 岡田美知代 A文叢・佳作

58 1908 明治41年4月15日 文章世界 3巻 5号 老嬢 岡田美知代

59 1908 明治41年10月15日 女子文壇 4年15号 父子 岡田美知代 入賞

60 1909 明治42年 1月 1日 家庭雑誌 2巻 1号 御厩堀 岡田美知代 目次は『小説お厩堀」

九E
1909 
明明治治4422年年25 月月15 日日

家庭雑誌 2巻 2号 ふたり 美知代 目次は『小説ふたり」

火事 永代美知代
一ーーーー・ーーーーーー一一

1909 女子文壇 5年7号

63 1909 明治42年6月13日 中央新聞 老嬢の告白 (無署名) 推定・美知代作(また

-8月11日 は、永代静雄との合作
か)、最初3回は「心を
傷ましむるjの角書あ
り

64 1909 明治42年7月 1日 少女世界 4巻 9号 まあちゃんの御看病 美知代 目次は「まあちゃんJ

65 1909 明治42年9月12日 中央新聞 少女写生休暇後 みちょ

66 1909 明治42年10月 6日 中央新聞 女子大学英文科出身 (無署名) 推定・美知代作

-11月17日 新夫人の打明話

67 1910 明治43年8月12-富山日報 少女ぶんがく 万誇子 まあちゃん 一(8/12)・ー(8/13)・
14日 のお祖母さん 記 三(8/14)
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68 1910 明治43年8月25-富山日報 島l崎藤村夫人を思ふ ミセス、エ 上(8/25)・中(8/26)・
27日 ス、エヌ 下(8/27)

69 1910 明治43年8月29日 富山日報 少女ぶんがく 万詩子 まあちゃん 一(8/29)・ー(8/31)・
-9月1日 のお祖母さん 記 ニ(三の誤り・ 9/1)

70 1910 明治43年9月1日 スバル 2年9号 ある女の手紙 永代美知代 1 

71 1910 明治43年9月7-富山日報 少女小説薄志弱行 エヌ夫人 上 (9/7)・下 (9/8) 
8日

72 1910 明治43年10月1日 スパJレ 2年10号 里子 永代美知代 1 

73 1910 明治43年11月16日 富山日報 楠緒子女史を追想す 永代美知代 上 (11/16)・下 (11/17) 
-17日

74 1910 明治43年11月25日 富山日報 蟹江博士未亡人 みちよ女 上(11/25)・中(11/27)・
-28日 下(11/28)

75 1910 明治43年12月1日 中央公論 25年12号 一銭銅貨 永代美知代 1 「女流作家小説姶篇Jの内

76 1910 明治43年12月1日 ホト、ギス 14巻4号 岡揮の家 永代美知代 l 

77 1911 明治44年2月1日 少女世界 6巻3号 貰った妹 美知代

78 1911 明治44年2月1日 少女 3巻2号 少女小説上ぷ 永代美知代

79 1911 明治44年3月5日 少女の友 4巻4号 苦の後 永代美知代 目次は「少女小説苦
の後J

80 1911 明治44年4月1日 ホト、ギス 14巻8号 清のぐるり 永代美知代

81 1911 明治44年 少女界 10巻8号 かりうど 永代美知代 未確認

82 1912 明治45年1月1日 少女世界 7巻 1号 お年玉 永代美知代 3 

83 1912 明治45年2月1日 少女世界 7巻3号 花枝さんの雪兎 美知代 3 目次は「永代美知代j

84 1912 明治45年4月1日 少女世界 7巻5号 姉様の指環 永代美知代

85 1912 明治45年7月1日 少女世界 7巻9号 暗い叔母さん 永代美知代 目次は『暗いをばさんJ

86 1912 大正フE年9月1日 家庭パック 1巻5号 虫干 永代美知代

87 1912 大正フじ年9月1日 少女世界 7巻12号 帰校前 永代美知代

88 1912 大正冗年11月1日 少女世界 7巻15号 赤い柿 永代美知代 目次は「少女小品赤
い柿J

89 1912 大正JG年12月1日 少女世界 7巻16号 罰金ごっこ 永代美知代

90 1912 大EコE年12月1日 家庭ノ号ック l巻11号 でベちゃんと赤ん坊 永代美知代
91 1913 大正2年1月1日 少女世界 8巻1号 日本文学講義落窪物語 永代美知代 2 目次は「おちくぼ物語JI 

92 1913 大正2年2月1日 少女世界 8巻3号 日本文学講義落窪物 永代美知代 2 目次は『おちくぽ物語」
語(下)

93 1913 大正2年3月1日 少女世界 8巻4号 英国の子供小説オリ 永代美知代 目次は『英国の子供小

グァー・ツイスト ー 説J

94 1913 大正2年3月15日 婦人評論 2巻6号 小説 洪水の後 永代美知代 2 

95 1913 大正2年4月1日 少女画報 2年5号 英文のお手紙 永代美知代 3 目次は「少女小説英
文のお手紙J

96 1913 大正2年4月1日 少女世界 8巻5号 英国の子供小説オリ 永代美知代 2 目次は「オリパーツイ
ノ号一・ツイスト ニ ストJ

97 1913 大正2年5月1日 少女世界 8巻6号 英国の子供小説オリ 永代美知代 2 目次は「オリバー・ツ
ノ宅一・ツ井スト(第三) ヰストJ

98 1913 大豆2年6月1日 少女世界 8巻7号 英国の子供小説オリ 永代美知代 2 目次は「オリパ一、ツ
パー・ツ井スト(第四) 井ストJ

99 1913 大正2年6月1日 少女画報 2年8号 少女小説郷里 永代美知代 31~次は.永代みちょ
「少女小説郷里へ』

100 1913 大正2年6月1日 婦人評論 2巻11号 小説 同窓の人々 永代美知代 3 目次は「永代美千代』

101 1913 大正2年7月1日 少女世界 8巻8号 英国の子供小説オリ 永代美知代 2 本来は『オリパア・ツ
パア・ツ井スト(第四) イストJ(五)

102 1913 大iE2年8月1日 少女商報 2年10号 少女小説サマー、ハ 永代美知代 3 
ウス

103 1913 大iE2年8月1日 婦人評論 2巻15号 小説縁談 永代美知代 1 大5r女子の友』に向
一作品

104 1913 大正2年9月1日 淑女函報 2巻9号 花嫁の型 永代美知代 U次は「永代賓知代J

105 1913 大正2年9月1日 少女世界 B巻10号 福富草子 永代美知代 2 目次は『福宮草子の話j

106 1913 大正2年9月15日 婦人評論 2巻18号 小説冷い顔 永代美知代 2 日次は「永代美千代J

107 1913 大正2年9月 現代 4巻9号 (不明) 永代美知代 未確認中興館書底
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108 1913 大正2年10月10日 少女世界 8巻12号 固なまり 永代美知代 1 目次は「お国なまり」

109 1913 大iE2年10月10日 少女函報 2年13号 少女小説窓の下 永代美知代 3 

110 1913 大正2年11月15日 婦人評論 2巻22号 小説出戻りさん 永代美知代 2 

111 1913 大正2年12月1日 少女世界 8巻14号 その日その夜 永代美知代 3 

112 1914 大正3年 1月1日 少女世界 9巻 1号 この頃の少女の使ふ新 永代美知代 目次は『少女の新用語j

しい言葉

113 1914 大正3年2月1日 少女世界 9巻2号 現代少女の新用語 (無署名) 目次は.永代美知代
『少女の新用語j

114 1914 大正3年2月1日 婦人評論 3巻3号 小説郷里のをんな 永代美知代 1 

115 1914 大正3年2月1日 ニコニコ 37 新カーァン、レクチュ 永代美知代
アー

116 1914 大正3年3月 1日 ニコニコ 38 英仏女優人気競べ 永代美知代

117 1914 大正3年3月1日 淑女阿幸R 3巻3号 女権史巻頭の一女性 永代美知代
118 1914 大正3年3月1日 少女世界 9巻3号 現代少女の新用語 (無署名) 目次は『少女新用語J

119 1914 大正3年3月1日 少女世界 9巻3号 少女小説生みの母 永代美知代 3 

120 1914 大正3年4月1日 少女世界 9巻4号 少女小説生みの母 永代美知代 目次は「少女小説生

(下) みの母J

121 1914 大正3年5月1日 淑女商報 3巻5号 野菜ばかりの西洋惣菜 永代美知代 目次は「野菜ばかりの

料理十五種ー(手軽で、 西洋料理十五種j

経済的で、美味で、誰
にでも出来る)

122 1914 大正3年5月1日 少女世界 9巻5号 現代少女の新用語 永代美知代 目次は『少女の新用語JI 
123 1914 大正3年6月1日 少女世界 9巻6号 現代少女の新用語 永代美知代 目次は『少女の新用語J

124 1914 大正3年6月1日 淑女画報 3巻7号 短い恋と長い恋の新レ 永代美知代
コード

125 1914 大正3年6月1日 新小説 19年6巻 蛙鳴く声 永代美知代 2 本人が「蛙鳴く頃j と
修正書込

126 1914 大正3年6月1日 ニコニコ 41 七人目のが理想の夫 永代美知代 目次は「四人目の今の

四人目の今の夫を離婚 夫を隊婚の訴訟中j

の訴訟中

127 1914 大正3年7月1日 ニコニコ 42 "富か芸術か 永代美知代 目次は『官か芸術か

$35，000，000か画板か $35， 000， 000乎カンパ
ス乎」

128 1914 大正3年8月1日 少女世界 9巻8号 地獄の御飯のたべられ 永代美知代 目次は『湯の宿よりJ

る湯の宿から

129 1914 大正3年9月1日 少女世界 9巻9号 泥棒に一冊の書物を与 永代美知代 目次は f泥棒に書物を

へた寄宿舎の少女 与へた寄宿生J

130 1914 大正3年9月1日 工ニコーーコ 44 廃王の恋の日記 永代美知代 2 

131 1914 大正3年9月or たかね ドウデエ盲皇帝 (不明〕 未確認、『早稲田文学J

10月 第二次、 108号、大
3.11. 1の集報「新聞
雑誌文学一覧』に記載

132 1914 大正3年10月1日 淑女函報 3巻11号 一、賑かなセノレピアの 永代美知代 目次は「セルピアの結

結婚=何事も父母の意 婚」

志次第で動く青年男女

133 1914 大正3年11月1日 少女世界 9巻11号 貧賎の身から発奮して 永代美知代
女学校の教師に!

134 1915 大正4年1月1E 少女世界 10巻1号 十六で表彰された親孝 永代美知代 目次は「十六歳で表彰

行な子守女 された子守女」

135 1915 大正4年2月1日 ーーコー.コ 49 莞爾々々的あの家此家 永代みち代 3 

136 1915 大正4年3月1日 少女世界 10巻3号 火炎に包まれゆく野呂 永代美知代 3 目次は「火炎に包まれ
さん 行〈少女J

137 1915 大正4年3月1日 ニニコニニコ 50 おさつで買収した『女 永代美知代 2 
客』

138 1915 大iE4年4月1日 少女世界 10巻4号 少女小説ゆく水 美知代 目次は f少女小説ゆ
く水j美知代

139 1915 大正4年5月1日 少女世界 10巻5号 行く水ー 美知代女 目次は「少女小説ゆ
く水J

140 1915 大正4年5月1日 四ーコ vーコ 52 不思議な女達 美知代 2 
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141 1915 大正4年6月1日 少女世界 10巻6号 行く水ニ 美知代女 3 目次は「少女小説ゆ
く水j

142 1915 大正4年7月1日 少女世界 10巻7号 行く水(四) 美知代女 3 目次は「少女小説ゆ
く水J美知代女

143 1915 大正4年8月1日 少女世界 10巻B号 行く水(玉) 氷代美知代 目次は「少女小説ゆ
く水j

144 1915 大正4年8月1日 エコニニコ 55 廿歳で限の開た令嬢の 永代美知代
初めて見た世界

145 1915 大正4年9月1日 ーコーコ 56 顔から生れた十億弗 永代美知代

146 1915 大正4年9月1日 新潮 23巻3号 『蒲団』、『縁』及び私 永代美知代 1 目次は rr務団Jr縁』
及び私」

147 1915 大正4年10月1日 女の世界 l巻6号 小説一人の家 永代美知代 1 

148 1915 大正4年10月15日 女の世界 1巻7号 平氏の恋と源氏の恋 永代美知代 定期憎刊恋物語

149 1915 大正4年12月 希望 秋立つころ 永代美知代 l 未確認

150 1916 大正5年 1月 希望 秋立つ頃 永代美知代 1 未確認.r前号の続きJ
151 1916 大正5年 1月 女子の友 縁談 未確認、大2r婦人評

論』にも掲載

152 1916 大正5年 1月1日 女の世界 2巻 1号 当世浮世風呂女湯の巻 永代美知代

153 1916 大正5年 1月1日 ーコーコ 60 今様閏語 永代美知代 3 

154 1916 大正5年2月1日 ーコーコ 61 妻より未婚のクフス 永代美知代
メートへ

155 1916 大正5年2月1日 少女函報 5年2号 姉より妹に一東京の印 永代美知代 3 
象ー

156 1916 大正5年 3月1日 少女世界 11巻3号 梅日和 永代美知代 目次は「少女小説梅
日和J

157 1916 大正5年5月26日 婦女新聞 836 愛の欠乏は婦人をヒス 永代みち代 目次は「愛の欠乏とヒ

テリイにする ステリイJ

158 1916 大正5年6月1日 幼年世界 6巻6号 チピ太郎の冒険 永代美知代 目次は f永代美智代
チピ太郎(お伽噺)J 

159 1916 大豆5年6月16日 婦女新聞 839 短篇小説母一人子一人 永代美知代 (上)

160 1916 大正5年6月23日 婦女新聞 840 短篇小説母一人子一人 永代美知代 (下)

161 1916 大正5年7月1日 少女世界 11巻7号 長い指短い指 永代美知代 目次は「少女小説長
い指短い指」

162 1916 大正5年7月1日 :::.::r:::.::r 66 夏と家庭 永代美知代 2 

163 1916 大正5年7月14日 婦女新聞 843 短編小説電報 永代美知代 (上)

164 1916 大正5年7月21日 婦女新聞 844 短編小説電報 永代美知代 (下)

165 1916 大正5年8月11日 婦女新聞 847 少女小説帰省の日 永代美知代 目次は「帰省の日(少|
女小説)J

166 1916 大正5年9月1日 少女世界 11巻9号 私の最も感動した事 永代美知代 目次は「私の最も感動l

仲間はずれの少女 したことJ

167 1916 大正5年10月1日 少女世界 11巻10号 歴史物語信行の侍女 永代美知代 2 
(上)

168 1916 大正5年10月20日 婦女新聞 857 小説秋晴の日(上) 永代美知代 1:> 

169 1916 大正5年10月27日 婦女新聞 858 小説秋晴の日(下) 永代美知代 目次は『秋晴れの日(小
説)J

170 1916 大正5年11月1日 少女世界 11巻11号 歴史物語信行の侍女 永代美知代
(下)

171 1916 大正5年12月1日 少年倶楽部 3巻12号 大岡裁判皮剥獄門 永代美知 2 

172 1917 大正6年3月1日 工二コ・ーコ 74 仲人になって 永代美知代

173 1917 大正6年3月1日 少女世界 12巻3号 雛祭を符ちつ〉 永代美知代

174 1917 大正6年4月1日 =ニコニニコ 75 素人書画会を観る 永代美知代 2 目次は「素人書画会を
見るj

175 1917 大正6年6月1日 ーコーコ 77 愛と鼻 永代美知代 2 

176 1917 大正6年9月7日 婦女新聞 903 小品理想、の美人 永代美千代 上

177 1917 大正6年9月14日 婦女新聞 904 小品理想の美人 永代美知代 下、目次は「理想の美
人」

178 1917 大正6年11月1日 少女世界 12巻12号 官険奇談少女島(ー) 永代美知代 目次は f冒険小説少
女島J

179 1917 大正6年12月1日 少女世界 12巻13号 冒険奇談少女島(ー) 永代美知代 目次は「冒険奇談少
女島J
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180 1918 大正7年 1月1日 少女世界 13巻 l号 冒険奇談少女島(ニ) 永代美知代 3 目次は f冒険奇談少
女島J

181 1918 大正7年2月1日 少女世界 13巻2号 冒険奇談少女島(四) 永代美知代 3 目次は「冒険奇談少
女島J

182 1918 大正7年3月1日 少女世界 13巻3号 冒険奇談少女島(五) 永代美知代 目次は「冒険奇談少
女島J

183 1918 大正7年8月1日 家庭及学校 3巻2号 趣味の旅行 永代美知代 末尾に(以下次号)

184 1918 大正7年10月1日 少女世界 13巻10号 山の物語角のある人 永代美知代 目次は「角のある人j

一

185 1918 大正7年11月1日 少女世界 13巻11号 山の物語角のある人 永代美知代
一

186 1918 大iE7年12月1日 少女世界 13巻12号 山の物語角のある人 永代美知代 3 目次は「角のある人j
(三)

187 1919 大正8年5月1日 新家庭 4巻5号 家庭童話青い鳥の巣 永代美智子 3 

188 1919 大正8年6月1日 新家庭 4巻6号 家庭童話ニ熊さん 永代美知代

189 1919 大正8年9月1日 夢の世界 2巻9号 蛇物語 永代美知代 2 

190 1919 大正8年10月1日 新家庭 4巻10号 ニつのお話 永代美知代 円次は「家庭童話ニつ
のお話Jr永代みちよJ

191 1919 大正8年11月1日 ニコニコ 101 寄せ切れ買ひに・・・... 永代美知代 2 

192 1920 大正9年2月1日 少女世界 15巻2号 美枝ちゃんの限 永代美知代

193 1920 大正9年3月1日 新家庭 5巻3号 西洋お伽謂春の小人 永代美知子 目次は「西洋童話春
の小人Jr永代美知代」

194 1920 大正9年4月1日 新家庭 5巻4号 怪訪なローレンの瞳 永代美知代 3 目次は f怪請なロー
レーンの瞳J.前号f春
の小人」の続き

195 1921 大正10年3月1日 婦人倶楽部 2巻 3号 (初めて母となりし時 永代美知代 アンケート

の感想)

196 1921 大正10年4月17日 時事漫画 10 春子さんと海狸 永代美知代 時事新報社『日曜画報J

197 1921 大正10年6月1日 女の世界 7巻6号 良人が若し不品行をし 永代美知代 男女品行問題号、肩書
たなら・.....? は『新聞及新聞記者主

幹永代静雄氏夫人j

198 1921 大正10年6月1日 少女世界 16巻6号 (ー)クリームパン 永代美知代 「たのしい遠足の日Jの
総題で、三人の分担執筆

199 1921 大正10年7月17日 時事漫画 23 啄木鳥と幸男さん 永代美知代

200 1921 大正10年8月1日 女の世界 7巻8号 愛無き者に依って酸せ 永代美知代 浜田栄子問題真相号、

る悲劇l 目次は「永代美智代J

201 1922 大正11年4月1日 令女界 1巻 1号 童話 緋桃の精 美知代

202 1922 大正11年5月1日 令女界 1巻2号 少女小説孤独 美知代

203 1923 大正12年4月1日 婦人公論 8年4号 われらは飢ゑてゐる(今 永代美知代
日我等女性は一番何を
痛切に要求するか)

204 1923 大正12年8月12日 時事漫画 128 笑ひの室 永代美知代

205 1924 大正13年5月1日 女性 5巻5号 棄権 永代美知代 「総選挙に誰れを選ぶ
か?Jの解答者24名の
一人

206 1924 大正13年7月 復習と受験 童話裁判の鐘 永代美知代 3 未確認

日:;1924 大昭正和3133年年97 月月 1 日日 少女世界 19巻9号 少女物語誕生日の贈物 永代美知代 3 1958 婦人朝日 13巻7号 手記花袋の「蒲団」 永代美知代 『日本文学研究資料叢

と私 書 自然主義』に再録

209 1958 昭和33年10月1日 みどり 1巻5号 手記私は『蒲団Jの 永代美知代 (撃燈社)

モデルだった

ll-2 新聞雑誌掲載作品(掲載誌・時期未詳〕

1 女学の友 東尽で(ー) 永代美知代 1 女学文壇

2 女学の友 東Jj!.で(ー) 永代美知代 1 

3 女学の友 東京で(ニ) 永代美知代 1 

4 女学の友 東尽で(四) 永代美知代 1 

5 女学の友 東尽で(五) 永代美知代 1 

~ー 女学の友 東尽で(六) 永代美知代 1 
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7 女学の友 東京、で(七) 永代美知代 l 

8 女学の友 東ぷで(八) 永代美知代 l 

9 女学の友 東ぷで(九) 永代美知代 1 

10 女学の友 東京で(十) 永代美知代 1 

11 女学の友 一人姉妹(ー) 永代美知子 1 

12 女学の友 一人姉妹(ー) 永代美知代 1 

13 女学の友 一人姉妹(ニ) 永代美知代 l 

14 女学の友 一人姉妹(四) 永代美知代 1 

15 女学の友 一人姉妹(五) 永代美知代 1 

16 女学の友 一人姉妹(六) 永代美知代 1 

17 女学の友 一人姉妹(七) 永代美知代 1 

18 女学の友 一人姉妹(八) 永代美知代 1 

19 女学の友 一人姉妹(九) 永代美知代 1 

20 4号 少女小説大火の後 永代美知代 3 

21 アJレフォンス・ドウデー 永代美知代 2 

22 少女スケッチ 永代美知代 2 

25 ニ人の家

E 生前未発表原稿(執筆時期未詳)
1 明治40年9月執筆 小夜子 花袋文学館蔵、rr蒲団j

をめぐる書簡集』に翻刻

2 愛憎 50枚 花袋文学館蔵、『ある女
の手紙J(rスパノレ』明
43. 9)の改作

3 野獣 20枚 上下資料館蔵、「一銭銅
貨J(r中央公論』明
43.12)の改作

4 あの頃の人たち 20枚 上下資料館・花袋文学
館の2種類、『同窓の
人々 J(r婦人評論』大
2. 6)の改作

5 猫の児同様 25枚 花袋文学館蔵、「出戻り
さんJ<r婦人評論』大
2.11)の改作.翻:roJ
宮内俊介『花袋記念館
研究紀要J11 

6 嫁姑 20枚 上下資料館蔵、「一人の
家J(r女の世界』大
4.10)の改作(2種類)

7 女学生の恋物語 30枚 花袋文学館蔵、『秋立つ
ころJ<r希望』大 4.12 
-5.1)の改作、翻刻
宮内俊介『花袋記念
館研究紀要J12 

8 はしがき 2枚 上下資料館蔵

9 瑞穏とその周辺 43枚 花袋文学館蔵

10 アツカンショ 100枚 上下資料館蔵

11 昭和33年執筆 国木田独歩のおのぶさん 50枚 上下資料館蔵、翻刻
有元伸子『内海文化研
究紀要J40 

12 昭和34年執筆 五い得ぬ秘密 25枚 上下資料館蔵、翻刻
①宮内俊介『花袋記念館
研究紀要J10 ②原博
巳「岡田美知代の素顔J

(注)

(1) 旧字体は新字体に改めた.

(2) r上下町」欄は、上下歴史文化資料館編『岡田(永代)美知代作品集』①~③に掲載された作品で、数字は掲載巻。
(3) 備考j欄……「ムJは、目次に作品名・作家名が掲載されていない作品。

r*Jは、本文が掲載されず、講評によって雑誌に投稿した事実のみが知られるもの.
『花袋文学館」は館林市岡山花袋記念文学館所蔵、『上下資料館』は広島県府中市上下歴史文学館所蔵
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